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コ
ロ
ナ
が
ま
ん
を
強
い
ら
れ
て
１
年
。

窮
屈
な
日
常
に
も
慣
れ
て
し
ま
っ
た
。
ウ

イ
ル
ス
が
ワ
ク
チ
ン
に
屈
す
る
日
も
近
い

だ
ろ
う
。

　

首
都
圏
の
「
再
」
緊
急
事
態
宣
言
は
３

月
21
日
ま
で
期
限
延
長
と
な
っ
た
。
サ
ッ

カ
ー
Ｊ
Ｉ
や
大
相
撲
春
場
所
が
始
ま
り
、
選
抜
高

校
野
球
、
聖
火
リ
レ
ー
、
プ
ロ
野
球
開
幕
と
続
き
、

免
疫
力
が
増
す
だ
ろ
う
。
感
染
予
防
策
厳
守
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
。

　

今
年
の
春
は
、
セ
ル

フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
自
制
力
）
を
利
か
せ
て
陽
気

な
一
時
を
味
わ
い
た
い
。静
か
に
さ
く
ら
を
愛
で
、

何
を
語
る
の
か
と
、
独
り
思
い
を
は
せ
る
。
一
人

酒
も
い
い
。
巷
で
は
「
黙
食
」
ポ
ス
タ
ー
の
居
酒

屋
が
賑
わ
っ
て
い
る
。
国
会
で
は
総
務
省
幹
部
の

接
待
問
題
で
「
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
が
ま
た

も
や
、
予
算
委
員
会
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
。
な
ぜ
ウ

ソ
を
つ
く
の
か
。
記
憶
力
抜
群
で
偏
差
値
競
争
を

勝
ち
抜
い
て
き
た
優
秀
な
官
僚
が「
記
憶
が
な
い
」

と
は
あ
り
得
な
い
。
一
度
ウ
ソ
を
つ
け
ば
次
の
ウ

ソ
を
上
書
き
し
て
、
次
々
重
ね
る
こ
と
に
な
る
か

ら
記
憶
力
が
も
の
を
い
う
。
こ
の
手
の
記
憶
喪
失

は
音
声
録
音
の
よ
う
な
証
拠
品
で
す
ぐ
バ
レ
る
。

「
み
ん
な
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
」
と
酒
席
に
は
べ

っ
た
幹
部
ご
一
行
様
の
末
路
、
い
と
あ
わ
れ
。

　

推
理
小
説
や
映
画
で
は
動
機
と
ア
リ
バ
イ
か

ら
「
一
番
怪
し
く
な
い
人
物
が
一
番
怪
し
い
」
が

定
石
。
お
茶
の
間
の
名
探
偵
は
国
会
中
継
が
お

気
に
入
り
だ
。「
も
り
か
け
さ
く
ら
ば
ら
ま
き
に

次
い
で
た
ま
ご
ス
テ
ー

キ
」
と
テ
ー
マ
は
尽
き

な
い
。
民
放
な
み
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
国
会
の
中
継
時
間

を
も
っ
と
増
や
す
べ
き
だ
。
い
や
、
実
は
政
府
か

ら
「
少
な
め
に
」
と
圧
力
が
あ
っ
た
と
は
言
え
な

い
だ
ろ
う
が
。
衆
院
選
挙
の
た
め
に
も
注
視
し
た

い
。
ウ
ソ
を
言
う
と
地
獄
へ
落
と
さ
れ
閻
魔
大
王

に
舌
を
抜
か
れ
る
と
教
え
ら
れ
て
き
た
。
閻
魔
大

王
は
視
聴
者
で
あ
る
。

　
「
花
は
色
を
愛
で
、
人
は
心
を
愛
で
」
と
「
初

心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」
を
静
か
に
か
み
し
め
て
み

た
い
。

晴耕雨読

ウ
ソ
で
身
を
亡
ぼ
す
な

フ
コ
ク
産
業
株
式
会
社

社長　清水精一
八尾市神武町1-81
TEL 072-994-2297

フコク産業株式会社

　

フ
コ
ク
産
業
株
式
会

社
は
１
９
７
２
年
11
月

に
清
水
弘
喜
さ
ん
（
故

人
）
が
創
業
。
初
代
は

大
東
ポ
リ
マ
ー
工
業
株

式
会
社
の
工
場
長
を
経

験
し
た「
モ
ノ
づ
く
り
」

の
専
門
家
だ
っ
た
。
立

命
館
大
学
理
工
学
部
で

学
ん
だ
エ
ン
ジ
ニ
ア
で

あ
り
、
理
工
学
部
同
期

に
後
年
株
式
会
社
ノ
ー

リ
ツ
の
幹
部
に
な
る
友

人
が
い
た
。

　

友
人
に
依
頼
さ
れ
て

同
社
の
モ
ノ
づ
く
り
を

指
導
す
る
こ
と
に
な

り
、
工
場
長
の
職
を
辞

し
て
独
立
へ
の
道
を
歩

む
こ
と
に
な
る
。

　

１
９
７
２
年
に
フ
コ

ク
産
業
株
式
会
社
を
設

立
。ま
ず
は
ゴ
ム
関
係
・

パ
ッ
キ
ン
等
の
パ
ー
ツ

供
給
の
商
社
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

初
代
は
昭
和
12
年
12

月
12
日
の
生
ま
れ
、
志

半
ば
に
し
て
38
歳
と
い

う
若
さ
で
病
気
で
亡
く

な
っ
た
。

　

初
代
急
逝
の
跡
を
継

い
で
昭
和
50
年
に
父
親

の
幸
八
さ
ん
が
２
代
目

社
長
に
就
任
す
る
。
幸

八
さ
ん
は
大
正
２
年
12

月
28
日
の
生
ま
れ
。
68

歳
の
折
に
病
で
亡
く
な

る
。

　

１
９
８
１
年
12
月
、

清
水
家
の
三
男
・
清

水
精
一
さ
ん

（
72
）
が
３

代
目
社
長
に

就
任
す
る
。

そ
れ
ま
で
は

繊
維
関
係
の

問
屋
に
勤
務

し
て
お
り
、

全
く
の
畑
違

い
の
職
種
だ

っ
た
。

　

１
９
７
８

年
に
購
入
品

販
売
の
商
社

か
ら
メ
ー
カ

ー
へ
の
転
身

を
図
り
、
工

業
用
ゴ
ム
製

品
・
パ
ッ
キ

ン
関
係
の
生

産
設
備
を
導

入
し
た
。

　

取
り
扱
い
製
品
は
、

精
密
シ
ー
ル
パ
ッ
キ

ン
・
オ
イ
ル
シ
ー
ル
・

グ
ロ
メ
ッ
ト
・
ジ
ャ
バ

ラ
・
異
形
ホ
ー
ス
・
イ

ン
サ
ー
ト
成
型（
金
属
・

ガ
ラ
ス
焼
付
け
）・
シ

リ
コ
ン
雑
貨
等
々
、
多

岐
に
わ
た
る
。

　

そ
の
他
ア
ッ
セ
ン
ブ

リ
か
ら
ハ
ン
ダ
付
け
ま

で
柔
軟
に
幅
広
く
対
応

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
諸
般
の
事
情

に
よ
り
事
業
所
の
閉

鎖
・
廃
業
に
至
る
企
業

の
金
型
を
引
き
取
り
、

事
業
を
引
き
継
ぎ
新
た

な
販
路
開
拓
も
積
極
的

に
進
め
て
い
る
。

　

２
０
０
６
年
２
月
に

は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
―
９
０
０

１
（
品
質
保
証
に
よ
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
）
の
認
証
を
取
得
し

て
、
全
社
員
で
品
質
管

理
に
努
め
て
い
る
。

　

清
水
社
長
に
モ
ッ
ト

ー
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
お
客
様
第
一
、
品
質

第
一
」
と
答
え
た
。

　

若
い
人
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
「
若
い
人
同
士

の
感
覚
・
感
性
を
大
事

に
し
て
欲
し
い
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
て
欲
し
い
」。

　

取
り
扱
い
製
品
の
よ

う
に
、
柔
軟
な
語
り
口

が
印
象
に
残
っ
た
。

（
小
川
秀
人
）

訪ねて
を

34

清水精一社長 （左） と清水隆裕部長

ゴム製品の加工ライン

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト
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２
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電
気
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技
術
者
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験
３
種
取
得
者

募　集
高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

八
尾
自
動
車
教
習
所
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４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

NPO法人日本こども支援協会（TEL 06-6767-1130）

45,000人の子どもが
家庭を必要としています

四国88カ所霊場の
お砂さすり場・踏み場

三野郷山 三寶興誠院
八尾市福万寺町南6―2―3
TE L 072―922―3933
MOB 090―1020―2682

手では 88 カ所の霊場のお砂をさ
すっていただき、周囲を歩くこと
によって下に敷きつめてある88カ
所のお砂を踏んでいただきます。

N

第1・第3土曜日 19：30～ 20：00放送
（再放送  第2・第4木曜日）

おんちゃん、あきちゃんのエコラブオントーク
［提供：大阪 KES 環境機構］出演：温川政佳、Ono Aki

FMちゃお（FM79.2MHz）

環境問題をテーマにした番組

馬
刺
し
・
焼
き
肉
・
す
き
焼
き
・
ハ
リ
ハ
リ
鍋

お
子
さ
ん

  

女
性
に
も
人
気

令和3年度  八尾市倫理法人会 倫理経営講演会 経営力を磨く

3月15日（月）

井木 敏晴氏
事業体験報告

（一社）倫理研究所 法人局 
法人レクチャラー
株式会社井木組　代表取締役

「幸せは困難とともにある」

中村 八惠子氏
講　師

（一社）倫理研究所 法人局 
法人スーパーバイザー
デンタルフォレストなかむら歯科
次世代リーダー育成担当大臣

講演テーマ  「経営力を磨く」

八尾商工会議所 3階 大ホール
八尾市清水町 1-1-6  TEL：072-922-1181

●会費￥2,000（講演会のみ　懇親会はありません）
18 時～ 20時（開場17時半）開演

■主催者連絡先：八尾市倫理法人会事務局　TEL 090-7375-6208 （担当：専任理事／根岸）

工業用ゴム製品作り続けて50年

だ
っ
た
。

　

た
だ
、
共
通
通
貨
ユ
ー

ロ
が
導
入
さ
れ
て
も
、
英

国
は
ポ
ン
ド
を
手
放
さ
な

か
っ
た
。
国
際
金
融
の
セ

ン
タ
ー
と
い
う
自
負
が
あ

る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

返
す
刀
で
Ｅ
Ｕ
を
脱
退
、

外
交
政
策
の
自
主
性
を
回

復
さ
せ
る
。

　

即
刻
、
英
国
は
水
を
得

た
魚
の
ご
と
く
、
鯛
の
姿

を
取
り
戻
し
、
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
加
盟
に
名
乗
り
を
上

げ
る
。

　

さ
ら
に
最
新
鋭
航
空
母

艦
「
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ

ベ
ス
」
を
中
核
と
す
る
空

母
打
撃
群
を
日
本
近
海
に

派
遣
、
長
期
滞
在
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
日
本
で
艦

載
の
Ｆ
35
Ｂ
ス
テ
ル
ス
戦

闘
機
（
ロ
ッ
キ
ー
ド
・
マ

ー
チ
ン
製
）を
整
備
す
る
。

在
日
米
軍
施
設
で
補
給
を

受
け
る
。

　

ま
さ
に
英
国
流
の
「
ル

ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
」
政
策
。

英
国
の
ア
ジ
ア
外
交
が
本

格
始
動
す
る
。

　

ち
な
み
に
英
国
は
今

年
の
主
要
７
カ
国
（
Ｇ

７
）
議
長
国
で
、
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
は
英
国
で
開
催
さ

れ
る
。
ま
た
、
11
月
に
開

催
予
定
の
第
26
回
国
連
気

候
変
動
枠
組
み
条
約
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
で

も
議
長
国
を
務
め
る
。
か

く
し
て
英
国
は
２
０
２
１

年
、
世
界
の
主
役
に
躍
り

出
る
。

　

日
本
は
「
自
由
で
開
か

れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の

要
諦
的
立
場
を
占
め
る
。

こ
こ
に
米
国
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
が
結
集

す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
Ｑ
Ｕ

Ａ
Ｄ
（
ク
ア
ッ
ド
）」
の

４
カ
国
で
、
自
由
、
平
等
、

人
権
、
民
主
主
義
、
法
の

支
配
と
い
っ
た
価
値
観
を

共
有
す
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
日

米
同
盟
は
地
球
上
最
強
の

２
国
間
同
盟
。
こ
こ
に
加

え
て
、
日
本
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
防
衛
協
力
と
な

る
円
滑
化
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。

　

も
っ
て
傍
若
無
人
の
中

国
に
対
抗
す
る
。

　

中
国
は
新
た
な
軍
事
組

織
の
海
警
局
を
創
設
、
日

本
の
領
海
に
侵
入
す
る
体

制
を
整
え
た
。
も
ち
ろ
ん

海
警
局
の
行
為
は
国
際
法

違
反
で
あ
る
。

　

国
連
海
洋
法
条
約
に
基

づ
く
仲
裁
裁
判
所
（
オ
ラ

ン
ダ
・
ハ
ー
グ
）
は
南
シ

ナ
海
で
北
京
が
主
張
す
る

境
界
線
と
な
る「
九
段
線
」

に
は
国
際
法
上
の
根
拠
が

な
い
と
認
定
し
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
京

は
受
け
入
れ
ず
、
実
効
支

配
を
着
々
と
進
め
る
。

　

北
大
西
洋
条
約
機
構

た
。
英
国
が
国
際
金
融
秩

序
の
創
設
国
で
あ
り
、
そ

の
ハ
ブ
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と

に
、
第
二
次
世
界
大
戦
を

経
て
、
英
国
の
国
力
は
低

下
、衰
退
の
一
途
を
辿
る
。

そ
の
歯
止
め
役
を
演
じ
た

の
が
欧
州
共
同
体（
Ｅ
Ｃ
、

現
欧
州
連
合
Ｅ
Ｕ
）
加
盟

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士
中
津
孝
司

２
０
２
１
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む
27

　

腐
っ
て
も
鯛
。
大
英
帝

国
は
か
つ
て
七
つ
の
海
を

支
配
、栄
華
を
き
わ
め
た
。

大
日
本
帝
国
は
こ
の
大
英

帝
国
と
１
９
０
２
年
、
日

英
同
盟
（
軍
事
同
盟
）
を

締
結
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
極

東
進
出
に
備
え
た
。
朝
鮮

半
島
に
お
け
る
日
本
の
権

益
と
中
国
で
の
英
国
の
権

益
を
互
い
に
認
め
合
い
、

ロ
シ
ア
を
牽
制
し
た
。
日

本
は
日
露
戦
争
の
際
、
英

国
を
通
じ
て
戦
費
を
調

達
、
戦
勝
国
の
地
位
を
得

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
は
ソ
連
邦

に
対
抗
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
産
声
を
上
げ
た
。

　

２
０
２
０
年
12
月
、
専

門
家
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書

に
従
っ
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
理

事
会
は
課
題
と
対
応
の
方

向
性
を
提
示
し
た
。
そ
こ

で
は
ロ
シ
ア
に
加
え
て
、

中
国
の
脅
威
に
対
抗
す
る

方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。

　

あ
わ
せ
て
日
本
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
連
携
を
強

化
し
て
い
く
方
針
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ

は
「
イ
ン
ド
太
平
洋
政
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
、

フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
「
ハ
ン
ブ

ル
ク
」
を
ア
ジ
ア
に
派
遣

す
る
。

　

中
国
を
大
陸
へ
と
追
い

返
す
包
囲
網
の
外
堀
は
固

ま
っ
た
。

中
国
包
囲
網
の
外
堀
固
ま
る

中
国
包
囲
網
の
外
堀
固
ま
る

イ ベ ン ト 情 報
霧山文三郎氏

「負けてたまるか」
出版記念講演会

講　師　霧山文三郎氏
 （小説家）
日　時　４月２日（金）
 14時～ 16時
会　場　大阪市立生涯

学習センター　第１研修室
　　　　大阪市北区梅田１―２―２
　　　　大阪駅前第２ビル５階
参加費　500円
主　催　東大阪新聞社（TEL 072-926-5134）
協　力　ドニエプル出版
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布
施
駅
に
は
野
田
義
和

東
大
阪
市
長
（
64
）
と
岡

修
一
郎
東
大
阪
市
議
会
議

員
（
46
）
が
駆
け
付
け
、

東
大
阪
市
を
代
表
し
て
お

礼
を
述
べ
た
。
ま
た
、
各

地
で
活
躍
中
の
ピ
エ
コ
ロ

さ
ん
も
駆
け
付
け
た
。

　Earth Friendship Festival（アース・フレン
ドシップ・フェスティバル）＝芦田衞実行委
員長＝は様々な社会貢献活動を行っている。
今年に入って、その活動に清掃が加わった。
１回目は１月 31 日に京阪守口市駅周辺で行
い、２回目は２月 28 日に近鉄布施駅周辺で
行った。

拾
っ
た
ゴ
ミ
を
前
に
し
て
記
念
撮
影
（
布
施
駅
前
で
）

　

こ
の
日
は
約
30
人
が
参

加
し
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ

を
拾
っ
た
。

　

実
行
委
員
の
１
人
、
瀧

井
大
輝
さ
ん（
44
）は「
こ

ん
な
に
も
ゴ
ミ
が
落
ち
て

い
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
話
し
て
い

た
。

　

一
番
多
い
ゴ
ミ
は
タ
バ

コ
の
吸
い

殻
だ
と
い

う
。
日
本

は
も
と
よ

り
世
界
中

で
禁
煙
の

風
潮
が
広

が
っ
て
い

る
の
に
も

か
か
わ
ら

ず
、
こ
ん

な
に
も
吸

い
殻
が
多

い
の
は
参
加
者
に
と
っ
て

驚
き
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

今
後
も
、
各
地
を
回
っ

て
毎
月
最
終
日
曜
日
に
清

掃
活
動
を
行
う
予
定
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
事
務

局
（
☎
０
６
―
４
７
９
０

―
７
７
５
５
）
へ
。

◇　

◇　

◇　

◇

Earth Friendship Festival
布施駅周辺を清掃布施駅周辺を清掃布施駅周辺を清掃

負
け
て
た
ま
る
か

霧
山
文
三
郎

四六判 353 頁並製本
定価1,760円（税込み）

ドニエプル出版 （TEL 072-926-5134）

　

日
本
一
の
寝
具
メ
ー
カ
ー
を
潰
し
た
の
は
ワ
ン
マ
ン

創
業
者
か
、無
能
な
役
員
か
、親
会
社
の
合
繊
メ
ー
カ
ー

な
の
か
、
あ
る
い
は
銀
行
だ
っ
た
の
か
。

　

野
州
川
龍
平
が
孤
軍
奮
闘
す
る
様
を
イ
キ
イ
キ
と
描

い
た
痛
快
企
業
小
説
。
令
和
に
誕
生
し
た
大
型
新
人
小

説
家
が
渾
身
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
描
い
た
意
欲
作
。

全
国
主
要
書
店
で
発
売
中

子どもたちに人気のピエコロさんも参加した



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和３年３月１５日（月）

て
い
た
。
大
阪
市
内
の
歌

謡
学
校
で
２
年
間
特
訓
を

受
け
、
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
す
。
鉄
砲
光
三
郎
や

田
端
義
夫
、
村
田
英
雄
な

ど
の
前
座
で
歌
っ
て
い
た

が
、芸
能
界
を
垣
間
見
て
、

自
分
が
目
指
す
べ
き
と
こ

ろ
で
は
な
い
と
見
切
り
を

つ
け
た
。

　

従
兄
弟
の
会
社
で
運
転

手
と
し
て
働
き
始
め
て
い

た
と
こ
ろ
、「
害
虫
駆
除
の

会
社
を
作
ろ
う
」
と
知
人

か
ら
誘
い
が
あ
っ
た
。
初

め
は
乗
り
気
で
は
な
か
っ

た
が
、
知
人
の
熱
意
に
絆ほ

だ

さ
れ
、
下
寺
町
で
昭
和
46

年
に
起
業
し
た
。
軌
道
に

乗
り
、
昭
和
49
年
に
法
人

化
。
３
人
の
う
ち
１
人
は

起
業
１
年
後
に
会

社
を
離
れ
た
。
も

う
１
人
と
や
っ
て

き
た
が
、
途
中
で

亡
く
な
り
、
創
業

メ
ン
バ
ー
は
井
上

さ
ん
１
人
に
な
っ

た
。

　

２
年
前
に
井
上

さ
ん
は
長
男
に
社

長
の
席
を
譲
り
、

第
２
の
人
生
に
踏

み
出
し
た
。
歌
沢

節
の
名
取
だ
っ
た

祖
母
を
懐
か
し

み
、
井
上
整
憧
邦

楽
教
室
に
入
り
三
味
線
を

習
う
こ
と
に
。
歌
手
時
代

を
思
い
出
し
、
民
謡
に
も

挑
戦
。
日
を
追
う
ご
と
に

上
達
し
、
楽
し
く
な
っ
て

き
た
。
毎
日
欠
か
さ
ず
練

習
に
励
ん
で
い
る
。

　

昔
か
ら
60
の
手
習
い
と

い
う
が
、
人
生
１
０
０
年

時
代
は
80
の
手
習
い
だ
。

　

富
士
化
工
株
式
会
社

（
大
阪
市
浪
速
区
稲
荷
２

―
３
―
26
）
の
創
業
者
で

現
会
長
の
井
上
周
平
さ
ん

（
82
、
柏
原
市

在
住
）
＝
写
真

＝
は
、
79
歳
10

カ
月
の
と
き
に

三
味
線
を
習
い

始
め
た
。

　

井
上
整
憧
邦

楽
教
室
の
門
を

叩
い
た
き
っ
か

け
は
約
20
年
前
に

遡
る
。
業
界
の
イ

ベ
ン
ト
に
演
奏
者

と
し
て
井
上
整
憧

さ
ん
（
66
）
を
招

い
た
。
こ
れ
が
縁

で
年
賀
状
を
交
わ

す
よ
う
に
。

　

三
味
線
を
習
い
た
い
と

思
い
、
年
賀
状
を
引
っ
張

り
出
し
て
き
て
連
絡
し
入

門
。そ
れ
か
ら
約
２
年
―
。

　

若
い
頃
、
井
上
周
平
さ

ん
は
歌
手
と
し
て
活
躍
し

東
大
阪
市

八
尾
市

令
和
３
年
度
予
算
案
（　
）内
は
前
年
度
比
増
減
％
、▼
は
減

ウェスタン芸者ウェスタン芸者
日本語版出版日本語版出版

井上周平さん

八尾市倫理法人会経営者モーニング
セミナーで講話する髙木穂奈美さん

　

１
年
が
過
ぎ
た
。現
在
、

世
界
の
感
染
者
数
は
１
億

１
６
０
０
万
人
、
死
者
２

５
８
万
人
（
３
月
６
日
米

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ

大
）
を
超
え
、
感
染
拡
大

は
衰
え
な
い
。

　

政
府
は
、
３
月
７
日
ま

で
の
首
都
圏
の
緊
急
事
態

宣
言
を
21
日
ま
で
延
長
し

た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
２

月
か
ら
医
療
従
事
者
を
対

象
に
始
ま
り
、
４
月
か
ら

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

対
象
に
な
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
や
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
様
々
な
コ
ロ
ナ
情

報
に
惑
わ
さ
れ
る
今
日
。

遺
伝
子
や
免
疫
に
関
す
る

最
近
の
科
学
情
報
を
交

え
、
や
さ
し
く
丁
寧
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
実

像
に
迫
る
。
著
者
は
約
50

年
間
の
研
究
生
活
で
培
っ

た
科
学
的
思
考
法
を
駆
使

し
て
、
昨
年
末
に
本
書
を

上
梓
。
今
回
は
「
正
し
い

怖
が
り
方
」
を
学
ぶ
話
題

の
本
で
あ
る
。

読
み
ど
こ
ろ

◆
著
者
の
主
張　

連
日
の

マ
ス
コ
ミ
報
道
は
金
太
郎

飴
で
う
ん
ざ
り
す
る
。「
ウ

イ
ル
ス
の
実
害
よ
り
も
メ

デ
ィ
ア
が
煽
っ
た
恐
怖
心

と
情
報
の
暴
走
（
イ
ン
フ

ォ
デ
ミ
ッ
ク
）
が
政
府
や

国
民
を
過
剰
反
応
さ
せ
、

〝
社
会
的
同
調
圧
〞
が
国

民
を
委
縮
さ
せ
て
人
災
を

深
刻
化
さ
せ
て
い
る
」
と

ズ
バ
リ
斬
り
込
む
。

◆
執
筆
の
動
機　

こ
の
人

災
的
被
害
を
軽
く
す
る
た

め
に
、「
失
敗
の
本
質
：

コ
ロ
ナ
を
正
し
く
怖
が
る

処
方
箋
」
と
題
し
て
啓
蒙

活
動
を
続
け
て
き
た
。「
本

書
は
世
界
の
最
近
医
学
情

報
と
分
子
病
態
学
的
研
究

を
基
に
、『
日
本
コ
ロ
ナ

の
本
質
』
と
明
日
へ
の
対

処
法
を
わ
か
り
や
す
く
述

べ
た
」
と
執
筆
動
機
を
語

る
。

◆
科
学
的
な
視
点　

人
類

が
初
め
て
出
遭
っ
た
こ
と

か
ら
政
府
や
専
門
家
は
慎

重
だ
っ
た
。
し
か
し
、「
最

先
端
の
生
命
科
学
や
Ａ
Ｉ

　

本
能
寺
に
予
め
造
っ
て

あ
っ
た
地
下
道
か
ら
信
長

が
脱
出
で
き
な
か
っ
た
の

は
、
秀
吉
の
事
前
の
工
作

だ
っ
た
と
か
、
奇
想
天
外

に
も
見
え
る
歴
史
事
件
へ

の
虚
構
を
、こ
れ
で
も
か
、

こ
れ
で
も
か
と
、
緻
密
な

状
況
証
拠
を
積
み
上
げ
て

読
者
に
も
っ
と
も
ら
し
く

見
せ
、
虚
構
を
矛
盾
な
く

歴
史
に
溶
け
込
ま
せ
る
の

が
、
加
藤
廣
流
の
歴
史
小

説
で
あ
る
。

　

こ
の
物
語
は
、
大
坂
夏

の
陣
で
大
坂
城
が
落
城
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

秀
頼
が
切
支
丹
の
武
将
の

計
ら
い
で
、
身
代
わ
り
を

死
な
せ
て
戦
場
を
脱
出
す

る
の
で
あ
る
。
落
ち
る
先

は
南
九
州
。
こ
れ
が
第
一

の
脚
色
だ
。
鹿
児
島
県
に

は
豊
臣
秀
頼
が
生
き
て
い

た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
作
者
は
そ

れ
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
の
だ

ろ
う
。

　

も
う
１
人
の
主
要
人
物

は
福
島
正
則
配
下
の
女
剣

士
、
小
笛
で
あ
る
。
相
当

な
剣
の
使
い
手
で
、
剣
豪

柳
生
十
兵
衛
の
右
目
を
斬

っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
主

君
が
配
流
地
の
信
濃
で
自

刃
し
た
後
、
小
笛
は
真
田

忍
者
と
共
に
秀
頼
を
訪
ね

て
薩
摩
に
行
き
、
昔
か
ら

の
廃
城
に
ひ
っ
そ
り
と
暮

ら
し
て
い
た
秀
頼
に
出
会

う
。
小
笛
は
秀
頼
の
子
を

腹
に
宿
す
が
、
秀
頼
の
も

と
か
ら
は
去
っ
て

し
ま
う
。

　

十
数
年
の
月
日

が
流
れ
、
将
軍
家

光
の
時
代
、
江
戸

城
で
諸
国
の
剣
客

を
集
め
て
御
前
試

合
が
行
わ
れ
た
。

因
み
に
こ
こ
で

は
、
秀
忠
長
男
の

家
光
は
、
春
日
局

が
生
ん
だ
家
康
の
子
に
な

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
将
軍

家
三
代
目
を
誰
に
す
る
か

で
、徳
川
家
が
二
分
さ
れ
、

相
争
っ
た
と
い
う
訳
だ
。

御
前
試
合
で
見
事
相
手
を

打
ち
負
か
し
た
少
年
の
益

田
四
郎
。
男
色
の
家
光
に

興
味
を
持
た
れ
る
程
の
美

少
年
で
あ
っ
た
が
、
試
合

の
後
、
四
郎
は
ど
こ
か
に

行
っ
て
し
ま
う
。
実
は
四

郎
は
女
で
あ
っ
た
。

【
著
者
紹
介
】
加
藤
廣
（
か
と
う
・
ひ
ろ
し
）
１

９
３
０
年
、
東
京
生
ま
れ
。
東
大
法
学
部
卒
。

中
小
企
業
金
融
公
庫
、
山
一
証
券
で
要
職
を
歴

任
。
そ
の
後
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

奔
走
す
る
傍
ら
小
説
を
書
き
始
め
、
２
０
０
５

年
に
「
信
長
の
棺
」
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
。「
秀

吉
の
枷
」「
明
智
左
馬
助
の
恋
」
と
続
く
「
本

能
寺
三
部
作
」
が
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
。

こ
の
他
「
謎
手
本
忠
臣
蔵
」「
空
白
の
桶
狭
間
」

「
安
土
城
の
幽
霊
」「
神
君
家
康
の
密
書
」
等
の

著
書
が
あ
る
。

【著者略歴】井上正康（いのうえ・まさやす）
　1945 年広島県生まれ。1974 年岡山
大学大学院修了（病理学）。インド・ペ
ルシャ湾航路船医（感染症学）、Albert 
Einstein 医科大学客員准教授（内科学）、
Tufts 大学医学部客員教授（分子生理
学）。大阪市立大学医学部教授（分子病
態学）、2011 年同大学名誉教授。宮城
大学副学長を歴任。現在、キリン堂ホー
ルディングス取締役、現代適塾・塾長。
腸内フローラ移植臨床研究会・FMTク
リニック院長。

コ
ロ
ナ
狂
騒
曲
の
真
相
と
処
方
箋

本
当
は
こ
わ
く
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
（
分
子
病
態
学
）

井
上
正
康
著
方
丈
社

定
価
１
、３
２
０
円（
税
込
み
）

講
談
を
読
む
よ
う
な
楽
し
さ

秘
録
島
原
の
乱
加
藤
廣
著

新
潮
文
庫　

定
価
７
３
７
円
（
税
込
み
）

霧
山
文
三
郎
（
作
家
・
古
代
史
研
究
家
）

注
目
の
歴
史
時
代
小
説

話題の本
コロナ禍で

編集委員編集委員
石河亮平石河亮平

な
ど
を
利
用
し
て
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
得
ら
れ
た
科
学

的
情
報
」
は
「
残
念
な
こ

と
に
、
冷
静
で
科
学
的
な

視
点
よ
り
も
、
メ
デ
ィ
ア

が
流
す
情
報
に
翻
弄
さ
れ

て
き
た
の
が
実
態
」
と
断

じ
る
。

内
容
を
少
し
だ
け

◆
実
態
で
は
な
い
感
染
者

数　

正
確
に
は
ウ
イ
ル
ス

が
細
胞
内
に
入
っ
て
発
症

し
た
患
者
を
医
師
が
診
断

し
て
初
め
て
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
患
者
」

に
な
る
。

　

が
、
実
際
は
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
で
陽
性
に
な
っ
た
だ

け
で
感
染
者
」
扱
い
だ
。

感
染
者
数
に
「
右
往
左
往

せ
ず
、
一
応
の
目
安
」
と

考
え
れ
ば
よ
い
。

◆
Ｐ
Ｃ
Ｒ
よ
り
も
Ｃ
Ｔ
検

査　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
遺
伝

子
の
断
片
を
大
幅
に
増
幅

し
て
超
感
度
で
検
出
す
る

方
法
で
あ
っ
て
、
感
染
や

感
染
力
を
意
味
し
な
い
。

症
状
が
出
た
と
き
に
は
Ｃ

Ｔ
画
像
装
置
で
検
査
し
、

間
質
性
肺
炎
が
あ
れ
ば
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
判
定
す
る
の
が
現

実
的
で
あ
り
有
効
だ
と
強

調
す
る
。

◆
密
集
し
な
く
て
も
感
染

　

も
と
も
と
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
ル
ー
ト
は
「
ヒ
ト
↓

モ
ノ
↓
ヒ
ト
」
だ
。「
密

集
し
な
く
て
も
感
染
者
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
モ
ノ

（
ド
ア
ノ
ブ
や
便
座
な
ど
）

を
触
っ
て
感
染
す
る
」。

「
３
密
回
避
や
緊
急
事
態

宣
言
、
時
短
営
業
で
恐
怖

心
と
経
済
的
混
乱
を
招
い

　

そ
の
直
後
に
九
州
島
原

の
原
城
が
、
天
草
四
郎
と

い
う
美
少
年
を
救
世
主
と

仰
ぐ
切
支
丹
の
農
民
が
幕

府
に
反
乱
を
起
こ
し
た
。

鎮
圧
に
向
か
う
の
は
、
幕

閣
の
松
平
信
綱
、
柳
生
家

か
ら
は
柳
生
十
兵
衛
、
地

元
か
ら
は
宮
本
武
蔵
な

ど
。
そ
れ
に
対
し
て
原
城

側
に
味
方
す
る
の
は
四
郎

の
母
の
小
笛
、
反
徳
川
に

な
っ
た
柳
生
友と

も

矩の
り

で
あ

る
。
だ
か
ら
天
草
四
郎
こ

と
益
田
四
郎
は
、
豊
臣
秀

吉
の
孫
だ
っ
た
こ
と
に
。

小
笛
と
武
蔵
の
戦
い
の
行

方
は
。

　

昔
の
講
談
を
読
む
よ
う

な
楽
し
さ
が
こ
の
作
品
に

は
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

　

核
家
族
化
に
伴
い
、
老
人
の
独
り
暮
ら

し
が
増
え
て
、
亡
く
な
っ
た
後
ほ
っ
た
ら

か
し
の
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、
相
続
し
た
家

を
売
る
時
に
利
益

か
ら
３
千
万
円
を

引
い
て
く
れ
る
制

度
。

　

通
常
３
千
万
円

の
利
益
は
出
な
い

で
し
ょ
う
か
ら
、

実
質
無
税
に
近
い

で
す
。

　

ま
ず
は
相
続
に

よ
っ
て
家
を
相
続

す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　

夫
に
先
立
た
れ
た
１
人
暮
ら
し
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。
誰
か
が
一
緒

に
住
ん
で
い
て
は
ダ
メ
で
す
。
空
き
家
に

な
る
こ
と
が
条
件
で
す
か
ら
ね
。
亡
く
な

る
前
に
そ
の
家
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
条

件
な
の
で
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
場
合
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入

居
し
て
い
る
と
、
そ

の
間
に
他
の
用
途
や

他
人
が
使
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
ま
た
要

介
護
認
定
も
必
要
で

す
。

　

対
象
は
家
屋
だ
け

で
し
ょ
う
か
？　

い

え
、
そ
の
敷
地
も
当

然
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
住
ん

で
い
た
と
い
う
証
明

は
市
役
所
で
交
付
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
地
建
物
、
な
ん
で
も
か
ん
で
も
良
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
古
い
建
物
だ
け

で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
は
ダ
メ
で
す
。

　

問
題
は
一
定
の
耐
震
基
準
を
満
た
す
家

屋
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
え
っ
！　
こ
ん
な
古

家
、耐
震
基
準
満
た
し
て
な
い
で
し
ょ
！
」

　

は
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
売
る
か
ど
う

か
で
す
が
、
お
金
は
な
い
し
…
。
そ
こ
で

家
屋
を
全
部
取
り
壊
し
て
か
ら
売
る
方
法

も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
取
り
壊
し
費
用

は
か
か
り
ま
す
が
…
。

　

家
を
取
り
壊
し
た
が
、
思
っ
た
金
額
で

売
れ
な
い
の
で
人
に
貸
し
て
も
ダ
メ
で

す
。
家
は
建
て
な
い
で
し
ょ
う
が
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
を
敷
い
た
り
も
ダ
メ
で
す
。
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
は
構
築
物
と
い
う
分
類
に
な

り
、
ダ
メ
で
す
よ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

売
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
相
続
が
あ
っ
て
か

ら
３
年
後
の
応
当
日
の
年
末
ま
で
な
の

で
、
の
ん
び
り
し
て
い
る
と
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。

笑える笑える笑える
税金教室税金教室税金教室
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税理士 上西　知

空き家３千万円控除

　「私みたい」
　恬子が苦笑する。成平が店の人に言うと無言で２つのお
しぼりが出された。しばらくして恬子がつぶやく。
　「すみませんがないわ」
　「恬子ちゃんはすごい。向いてないって言うけど充分接
客のプロだよ。どんな仕事でも、当たり前のことが確実に
当たり前にできるってことが難しいんだよ。プロってそれ
ができる人達だよ」
　成平はその当たり前に気付いた恬子をほめる。
　窓からすぐ下に宇治川が見えるのだが、水はかなりの速
度で流れている。増水のため川の中州への喜撰橋は通行止
めだ。いつもの宇治川とは違った面を見せている。この川
の上流は勿論琵琶湖だ。
　「こんな川に落ちたら大変ね。大伴さんが持っていた源
氏がたりが気になって読んでみたんだけど、宇治十帖の最
後の部分で薫の君と匂宮との間で恋に悩んだ浮舟が入水自
殺しようとするのね。でも彼女は死にきれずに一命は取り

留める。身を投げし／涙の川の／早き瀬を／しがらみかけ
て／誰かとどめし（源氏物語）ね。でも今日みたいな水量
で入水したらきっと助からないわねえ」
　ぼんやり恬子の話を聞いていた成平がその話で突然閃い
た。頭の中でもやもやしていたものが１つにまとまったの
だ。
　「自殺だよ、きっと。犯人のＸが分かったよ。大伴だよ。
自殺だったんだよ。酔って鍵をなくした経験があれば富田
がどこかに鍵を隠しているのではということも思いつく
し、ママの携帯の着信履歴から富田に電話することもでき
る。車を持たない大伴が大村神社へ行くわけなどないって
思ってたんだけど、以前ホタテのママが彼の趣味って寺め
ぐりだって言ってたよね。それもドライブだって。車って
レンタカーを利用することも誰かに借りることもできるん
だよ。もし７月25日に大伴がどこかで車を借りていること
が分かったらずいぶんＸに近づくよ」
　「それってホタテへ行けば分かるかしら」
　宇治市源氏物語ミュージアムに寄ってから２人は帰りに
居酒屋ホタテへ向かった。
　ホタテは忙しい居酒屋なので、ママは客とあまりしゃべ
らない。目で客をつかむのだ。そして時々「せやねえ」と
相槌を打つ。この「せやねえ」といううなずきから会話は
始まるのだ。同意の積み重ねが平和な会話だ。ここで「えっ」
とか「ちゃうちゃう」と言ってしまえば、そこで終わって
しまう。「せやねえ」と客の言うことのオウム返しで話を
続け、時々「なんでやねん」「あほちゃう」と変化球を投
げる。つまり突っ込みだ。ここで客がその球をヒットして
くれたりボケてくれたら話が盛り上がる。たとえ空振りし
て怒っても「ごめんなさい」の一言で会話はつながる。何
事もあんたが大将と共鳴していればいい。では、あんたが
大将だと言われた人はどう答えればいいのか。それは「そ
らそうよ」と「ほら、見てみい」だ。「もしもし、お父さん」
などとねぶたいこと言うてたら会話ははずまない。誰や「あ
ほなこと言うたらあかん」言うてるのは。

百人一首殺人事件

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
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た
」
と
手
厳
し
い
。

◆
感
染
症
対
策
に
鼻
洗
浄

　

感
染
予
防
法
と
し
て
手

洗
い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク

の
ほ
か
に
、
ト
イ
レ
の
消

毒
・
洗
浄
で
清
潔
に
保
つ

こ
と
で
あ
る
。
ウ
イ
ル
ス

は
便
と
一
緒
に
排
出
さ
れ

る
の
で
家
庭
内
感
染
を
起

こ
す
可
能
性
が
高
い
。
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
で
分
か
る
よ
う

に
鼻
粘
膜
の
ウ
イ
ル
ス
を

洗
浄
す
る
こ
と
を
す
す
め

て
い
る
。

◆
ワ
ク
チ
ン
の
必
要
な
人

　
「
ワ
ク
チ
ン
は
病
原
菌

や
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
す
る

免
疫
力
を
活
性
化
す
る
予

防
治
療
薬
」。
今
の
ワ
ク

チ
ン
は
遺
伝
子
工
学
的
手

法
が
主
流
、
副
作
用
や
極

め
て
低
い
後
遺
症
を
排
除

で
き
な
い
。「
必
要
な
場

合
の
み
接
種
す
れ
ば
よ
い

の
で
安
易
に
期
待
す
べ
き

で
な
い
」
と
過
大
期
待
を

戒
め
る
。

◆
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に

こ
そ　
「
３
密
回
避
」「
外

出
自
粛
」
が
声
高
に
叫
ば

れ
文
化
活
動
、ス
ポ
ー
ツ
、

経
済
活
動
な
ど
が
抑
制
さ

れ
元
気
喪
失
状
態
。「
過

剰
反
応
で
失
わ
れ
た
人
間

関
係
を
も
う
一
度
取
り
戻

し
、
心
豊
か
な
日
本
社
会

を
再
構
築
し
た
い
」
と
願

い
「〝
ス
テ
イ
・
ク
ロ
ー

ズ
ド
〞
で
日
本
を
元
気

に
！
」
を
提
唱
す
る
。

　

そ
の
他
、「
２
類
の
指

定
感
染
症
で
あ
る
必
要
性

は
な
い
」「
免
疫
パ
ス
ポ

ー
ト
」「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
負
け
な
い
た
め
の
食

事
」「
免
疫
力
を
高
め
る

た
め
に
は
」
等
々
は
一
読

の
価
値
が
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
は
長
い
付
き
合
い
に
な

り
そ
う
だ
。
そ
も
そ
も
不

特
定
多
数
の
人
が
触
れ
る

「
モ
ノ
」
が
最
も
感
染
リ

ス
ク
が
高
い
。
ス
マ
ホ
も

危
な
い
。

　
「
手
洗
い
・
う
が
い
・

鼻
う
が
い
・
マ
ス
ク
」
は

倫理指導で結婚決める
八尾市倫理法人会幹事  髙木穂奈美さ　
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し
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
現
在

20
万
人
を
超
え
て
い
る
。

テ
ー
マ
は
潜
在
意
識
の
活

用
だ
。

　

彼
女
の
話
を
聞
い
て
勇

気
付
け
ら
れ
、
絶
望
か
ら

這
い
上
が
る
こ
と
の
で
き

た
人
が
続
出
し
て
い
る
。

　

３
年
前
の
入
会
当
時
は

個
人
事
業
主
と
し
て
潜
在

意
識
の
講
習
会
を
開
い
て

い
た
が
、
経
営
者
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
通
う
う

ち
経
営
者
と
し
て
開
眼

し
、
Ｉ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ

ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
株
式
会
社
を
設

立
。
今
年
で
３
期
目
を
迎

え
る
。倫
理
歴
と
同
じ
だ
。

　

一
昨
年
前
の
誕
生
日
に

は
、
髙
木
幸
賢
八
尾
市
倫

理
法
人
会
相
談
役
（
47
）

と
め
で
た
く
結
婚
し
た
。

家
庭
で
も
仕
事
で
も
充
実

し
た
毎
日
だ
。

　

髙
木
さ
ん
が
潜
在
意
識

に
目
覚
め
た
の
は
中
学
２

年
生
の
時
。
母
親
と
の
確

執
か
ら
自
分
の
殻
に
閉
じ

こ
も
る
。
自
分
を
変
え
る

も
の
を
探
し
ネ
ッ
ト
サ
ー

フ
ィ
ン
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
潜
在
意
識
の
活
用
に

辿
り
着
く
。「
ピ
ン
ク
の

呼
吸
法
」
な
る
も
の
を
知

り
、実
践
し
た
。
す
る
と
、

一
重
瞼
が
二
重
に
な
っ
て

可
愛
く
な
り
、
ど
ん
底

だ
っ
た
成
績
が
ト
ッ
プ
へ

と
急
上
昇
し
た
。
自
分
が

変
わ
れ
ば
す
べ
て
が
変
わ

る
こ
と
を
体
験
。
こ
れ
を

伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が

芽
生
え
る
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
す
ぐ

後
輩
２
人
の
突
然
死
に
遭

い
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
る
。
１
人
は
自
殺
、

１
人
は
ガ
ン
。
２
人
の
死

で
決
断
し
た
。
自
分
が
本

当
に
し
た
い
こ
と
を
し
よ

う
、
と
。
会
社
を
辞
め
、

５
０
０
円
の
受
講
料
で
潜

在
意
識
活
用
講
座
を
始
め

る
。
受
講
生
は
増
え
る
も
、

経
費
が
嵩か

さ

み
、
気
が
付
く

と
３
０
０
万
円
の
借
金
を

抱
え
て
い
た
。
こ
れ
で
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
髙
木
幸
賢
相
談

役
（
当
時
、
地
区
長
）
と

岡
巌
相
談
役（
当
時
、会
長
）

に
八
尾
市
倫
理
法
人
会
へ

の
入
会
を
勧
め
ら
れ
る
。

　

入
会
後
す
ぐ
に
倫
理
指

導
を
受
け
自
己
改
革
を
行

う
。
そ
の
結
果
、
紆
余
曲

折
を
経
て
髙
木
幸
賢
相
談

役
と
の
結
婚
を
決
め
た
。

す
る
と
、
仕
事
も
順
調
に

行
く
よ
う
に
な
る
。

　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
か

ら
声
が
か
か
り
、
３
月
11

日
に
「
大
丈
夫
！　

す
べ

て
思
い
通
り
。」（
定
価
１
、

５
４
０
円
・
税
込
み
）
を

出
版
し
た
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

夫
か
ら
か
け
ら
れ
て
い
る

励
ま
し
の
言
葉
「
大
丈

夫
！
」
を
タ
イ
ト
ル
に
し

た
。

　

八
尾
市
倫
理
法
人
会

幹
事
の
髙
木
穂
奈
美
さ

ん
（
33
）
は
ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー
と
し
て
ブ
レ
ー
ク

総　
　

額　

３
６
９
３
億
５
２
２
７
万
円
（
０
・
２
）

一
般
会
計　

２
０
３
５
億
１
５
７
４
万
円
（
０
・
１
）

歳　
　

入　

市
税
７
３
２
億
８
２
０
０
万
円
（
▼
６
・
２
）、
市
債
１
５
１
億
４
６
７
０
万
円
（
11
・
３
）

歳　
　

出　

コ
ロ
ナ
対
策
避
難
所
用
テ
ン
ト
・
ベ
ッ
ド
購
入
４
９
７
２
万
円
、
テ
レ
ワ
ー
ク
整
備
支
援
７

５
０
０
万
円
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
経
費
補
助
５
０
０
万
円

総　
　

額　

２
１
７
４
億
９
５
５
６
万
円
（
１
・
４
）

一
般
会
計　

１
０
９
６
億
円
８
４
３
万
円
（
５
・
０
）

歳　
　

入　

市
税
３
５
７
億
７
７
７
１
万
円
（
▼
７
・
２
）、
市
債
１
３
５
億
２
６
７
０
万
円
（
70
・
７
）

歳　
　

出　

救
急
隊
増
隊
等
２
１
９
４
万
円
、
児
童
虐
待
対
策
等
５
５
０
６
万
円
、
親
な
き
後
障
が
い
者

支
援
９
３
９
万
円

　ウクライナ出身の作家で日本在住のエバ・ハ
ダシさん（45）さんが書き下ろした小説「ウェ
スタン芸者」が日本語に訳され、昨年８月に出
版された。発行はウクライナのラデゥガ出版、
発売は新風書房。日本ウクライナ文化交流協会
とドニエプル出版が協力した。

　

日
本
語
学
者
で
も
あ

る
エ
バ
・
ハ
ダ
シ
さ
ん

は
自
身
の
体
験
に
基
づ

い
た
小
説
を
完
成
さ
せ

た
。

結
婚
生
活
は
破
綻
し
犯
罪

事
件
へ
と
陥
る
と
い
っ
た

シ
リ
ア
ス
な
内
容
だ
。

　

日
本
語
出
版
の
披
露

会
が
２
月
８

日
に
在
日
ウ

ク
ラ
イ
ナ
大

使
館
（
東
京

都
港
区
西
麻

布
３
）
で
開

か
れ
た
。
オ

レ
ー
ナ
・
イ

ヴ
ァ
ン
チ
ュ

ク

領

事
、

ヴ
ィ
オ
レ
ッ

タ
・
ウ
ド

ヴ
ィ
ク
２
等

書
記
官
、
イ

ン
ナ
・
イ
リ

ナ
３
等
書
記

官
が
参
加
。

エ
バ
さ
ん
は

自
己
紹
介

か
ら
始
め
、

「
ウ
ェ
ス
タ

ン
芸
者
」
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
国
際
文
芸

賞
「
言
葉
の
戴
冠
式
」・

特
別
賞
「
国
際
承
認
」
に

輝
い
た
こ
と
、
そ
し
て
日

在日ウクライナ
大使館で披露会

基
本
中
の
基
本
。

　

事
実
を
正
し
く
知
っ
て

怖
が
れ
ば
「
本
当
は
こ
わ

く
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
」。
そ
の
知
識
・
情

報
の
質
量
に
よ
り
人
の
生

活
を
「
分
断
」
さ
れ
る
こ

と
が
一
番
こ
わ
い
。「
彼

を
知
り
己
を
知
れ
ば
百
戦

殆あ
や
う
か
ら
ず
」
の
書
と
い

え
る
。

本
語
出
版
に
至
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し

た
。

　

オ
レ
ー
ナ
・
イ
ヴ
ァ
ン

チ
ュ
ク
領
事

は
出
版
に
対

し
て
賛
辞
を

述
べ
た
。

エ
バ・ハ
ダ
シ
さ
　
　
ん

出
版
の
経
緯
説
明

四
六
判
変
形
２
５
４
頁
上
製
本
、
ラ
デ
ィ
ウ
ガ
出
版

定
価
２
、２
０
０
円（
税
込
み
）

　

世
界
中
を
旅
す
る
高
学

歴
ウ
ク
ラ
イ
ナ
美
女
が
、

米
国
留
学
中
に
イ
ケ
メ
ン

日
本
人
と
出
会
い
結
婚
す

る
も
、
日
本
で
の
幸
せ
な

左
か
ら
オ
レ
ー
ナ
・
イ
ヴ
ァ
ン
チ
ュ
ク
領
事
、
イ
ン
ナ
・
イ
リ
ナ
３
等
書
記

官
、
エ
バ
・
ハ
ダ
シ
さ
ん
、
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
・
ウ
ド
ヴ
ィ
ク
２
等
書
記
官

人
生
人
生
100100
年
時
代
は

年
時
代
は

8080
の
手
習
い

の
手
習
い

7979
歳歳
1010
カ
月
で

カ
月
で

三
味
線
習
い
始
め
る

三
味
線
習
い
始
め
る
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て
っ
ち
り
１
、

９
８
０
円
、
て
っ

さ
９
８
０
円
、
ぶ

つ
さ
し
９
８
０

円
、
ふ
ぐ
唐
揚
げ

９
８
０
円
、
や
き

ふ
ぐ
１
、
９
８
０

円
。
ふ
ぐ
を
食
べ

る
の
な
ら
、
近
鉄

藤
井
寺
駅
前
に
あ

る
安
く
て
美
味
し

い
半
す
し
に
限

る
。
玄
品
ふ
ぐ
の
元
祖
総

本
家
で
あ
る
同
店
は
日
本

一
安
い
ふ
ぐ
料
理
を
ど
こ

よ
り
も
美
味
し
く
提
供
す

る
の
が
モ
ッ
ト
ー
だ
。

日本一安いふぐ料理をどこよりも美味しく提供日本一安いふぐ料理をどこよりも美味しく提供

な
「
虐
げ
ら
れ
た
人
び

と
」。
私
は
こ
の
小
説
に

出
て
く
る
メ
イ
ン
キ
ャ
ス

ト
の
全
員
が
好
き
だ
。
主

人
公
イ
ワ
ン
、
ナ
タ
ー
シ

ャ
、
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
、
ネ

リ
ー
、
そ
し
て
ワ
ル
コ
フ

ス
キ
ー
侯
爵
。
こ
の
侯
爵

は
、
鼻
持
ち
な
ら
な
い
稀

代
の
悪
人
で
は
あ
る
の
だ

が
、
そ
の
悪
人
っ
ぷ
り
に

さ
え
も
魅
力
を
感
じ
て
し

ま
う
。
そ
う
感
じ
さ
せ
る

だ
け
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
作

り
こ
ま
れ
て
い
る
の
だ
と

感
じ
る
。
ユ
ー
モ
ア
の
あ

る
人
物
も
出
て
く
る
。
主

人
公
の
旧
友
マ
ス
ロ
ボ
ー

エ
フ
も
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

人
物
だ
。
酔
っ
た
時
の
発

言
な
ど
、
何
度
読
ん
で
も

面
白
い
。
彼
の
恋
人
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ラ
・
セ
ミ
ニ
ョ

ー
ノ
ヴ
ナ
、
ネ
リ
ー
の
看

病
を
す
る
町
医
者
、
ナ
タ

ー
シ
ャ
の
召
使
マ
ー
ヴ
ラ

に
い
た
る
ま
で
…
。
こ
れ

だ
け
ひ
と
つ
の
小
説
に
魅

力
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

出
て
き
て
、
互
い
に
つ
ぶ

し
あ
う
こ
と
な
く
、
１
つ

の
物
語
に
し
て
い
る
こ
の

寄稿ドストエフスキー生誕200周年

なぜドストエフスキーを読むのかなぜドストエフスキーを読むのか
八尾市倫理法人会会長　八尾市倫理法人会会長　尾崎航平尾崎航平

　

入
り
口
は
生
簀
が
あ

り
、
毎
日
新
鮮
な
魚
が
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
ふ
ぐ
だ

け
で
な
く
季
節
の
魚
を
味

わ
え
る
。

　

店
長
の
中
野
一か

ず

生お

さ
ん

（
46
）
は
東
大
阪
市
生
ま

れ
。
小
・
中
・
高
と
地
元

東
大
阪
市
内
で
学
び
、
辻

調
理
師
専
門
学
校
（
大
阪

市
阿
倍
野
区
松
崎
町
３
）

へ
進
む
。
こ
こ
で
１
年
間

み
っ
ち
り
料
理
を
学
び
、

和
食
の
世
界
へ
入
る
決
意

を
固
め
る
。

20
歳
で
半
す
し
に
入

る
。
料
理
の
世
界
は
厳
し

か
っ
た
。
何
度
も
辞
め
よ

う
と
思
っ
た
が
歯
を
食
い

し
ば
り
頑
張
っ
た
。
中
野

さ
ん
は
頭
角
を
現
し
、
26

歳
で
店
長
に
就
任
。

　

昨
年
９
月
、
中
野
さ
ん

は
八
尾
市
倫
理
法
人
会

（
尾
崎
航
平
会
長
）
に
入

会
し
た
。
毎
週
火
曜

日
午
前
６
時
半
か
ら

の
経
営
者
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
に
欠
か

す
こ
と
な
く
参
加
し

て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
影
響
で

店
の
経
営
が
苦
し
く

な
っ
た
と
き
、
八
尾

市
倫
理
法
人
会
幹
事

の
髙
木
穂
奈
美
さ
ん

（
33
）
が
発
信
す
る

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見

て
、
勇
気
付
け
ら
れ
た
。

内
容
は
潜
在
意
識
の
活
用

だ
が
、
最
後
に
八
尾
市
倫

理
法
人
会
に
つ
い
て
の
紹

介
が
あ
っ
た
。
自
分
も
こ

こ
に
入
っ
て
学
び
た
い
と

い
う
思
い
が
高
ま
り
、
同

会
の
扉
を
叩
く
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
方
の
生

の
お
話
が
聞
け
て
、
元
気

が
も
ら
え
ま
す
。
そ
の
結

果
、
マ
イ
ナ
ス
思
考
が
払

拭
さ
れ
、
前
向
き
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

そ
う
話
す
中
野
さ
ん
の

目
は
輝
い
て
い
た
。

　

山
手
に
あ
る
家
に
は
東
側
に
窓
を
付

け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
古
く
か

ら
、
中
河
内
の
中
心
、
八
尾
で
は
そ
う

だ
。
近
所
の
人
に
聞
い
て
も
首
を
傾
げ

る
ば
か
り
で
、
そ
の
理
由
を
知
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
…
。

　

新
築
住
宅
は
そ
ん
な
迷
信
じ
み
た
こ

と
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
東
に
も
窓

を
付
け
て
い
る
。朝
日
が
入
っ
て
い
い
。

昨
年
建
っ
た
ば
か
り
の
Ｔ
さ
ん
の
家
に

も
東
側
に
窓
が
付
い
て
い
る
。
東
側
に

あ
る
風
呂
場
に
も
当
然
窓
が
付
い
て
い

る
。

　

Ｔ
夫
婦
は
ど
ち
ら
も
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

だ
。
最
近
で
は
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
開
発

に
忙
し
い
。
大
阪
市
内
に
住
ん
で
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
都
会
が
息
苦
し
く

な
り
、
八
尾
に
引
っ
越
し
て
き
た
。
そ
れ
も
空
気
の

澄
ん
だ
山
手
、
高
安
に
。

　

シ
テ
ィ
ー
ボ
ー
イ
、
シ
テ
ィ
ー
ガ
ー
ル
を
気
取
っ

て
い
た
夫
婦
も
50
を
過
ぎ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
早

す
ぎ
る
進
化
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

自
然
に
囲
ま
れ
た
と

こ
ろ
で
の
ん
び
り
暮

ら
し
た
い
と
常
日

頃
夫
婦
で
話
し
て
い

た
。
か
と
い
っ
て
、

都
会
で
生
ま
れ
育
っ

た
２
人
は
、
自
然
し

4

4

4

か
な
い
田
舎

4

4

4

4

4

で
は
到

底
暮
ら
せ
な
い
。
移

り
住
む
勇
気
が
出
な

い
。
夕
食
時
に
は
あ

あ
で
も
な
い
こ
う
で

も
な
い
と
延
々
と
そ

ん
な
話
を
す
る
。

　

し
か
し
、
仕
事
の

忙
し
さ
に
託か

こ
つ

け
て
実

行
に
は
移
せ
な
か
っ

た
。

　

そ
ん
な
と
き
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大
し
、
世
界
中
を
巻

き
込
む
惨
事
に
。
３
密
回
避
が
叫
ば
れ
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
時
差
出
勤
が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夫

婦
ど
ち
ら
も
会
社
へ
行
か
な
く
て
よ
く
な
り
、
自
宅

で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
。
自
宅
と
い
っ
て
も
大
阪
市

内
の
小
さ
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
。
朝
か
ら
晩
ま
で

狭
い
空
間
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
ち
続
け
て
い
る
う
ち

に
息
苦
し
く
な
っ
た
。
２
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
朝
か
ら

晩
ま
で
カ
チ
カ
チ
と
音
を
立
て
る
。
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
な
の

で
、
夫
婦
の
寝
室
と
娘
の
部
屋
、
そ
れ
に
ダ
イ
ニ
ン

グ
キ
ッ
チ
ン
が
あ
る
だ
け
。
必
然
的
に
２
人
と
も
ダ

イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
に
座
り
、キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
つ
。

　

調
子
の
い
い
と
き
は
気
に
な
ら
な
い
が
、
行
き
詰

ま
っ
て
考
え
事
を
す
る
と
き
な
ど
は
相
手
の
キ
ー
ボ

ー
ド
音
が
気
に
な
っ
て
仕
方
な
い
。
穏
や
か
な
性
格

の
夫
婦
な
の
で
気
を
使
い
合
っ
て
黙
っ
て
い
る
が
、

胸
の
内
は
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
も
の
が
充
満
し
て
い
る
。

　

夫
が
八
尾
の
新
築
物
件
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見

つ
け
て
妻
に
見
せ
る
と
、
二
つ
返
事
で
承
諾
し
た
。

八
尾
高
校
に
通
う
娘
も
、
通
学
時
間
が
短
く
な
る
と

喜
ん
だ
。

　

物
件
を
扱
っ
て
い
る
の
は
地
元
密
着
型
の
不
動
産

会
社
だ
っ
た
。
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
る
と
、
す
ぐ

に
見
学
の
日
取
り
が
決
ま
っ
た
。
見
学
し
た
そ
の
日

に
夫
婦
は
引
っ
越
し
を
決
め
た
。
と
ん
と
ん
拍
子
に

話
は
進
み
、
移
り
住
む
こ
と
に
。

　

２
階
建
て
な
の
で
、
１
階
と
２
階
に
分
れ
て
仕
事

が
で
き
、夫
も
妻
も
ス
ト
レ
ス
が
な
く
な
っ
た
。万
々

歳
だ
。

　

誤
算
と
い
え
ば
娘
の
通
学
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
。
坂
道

な
の
で
、
行
き
は
楽
だ
が
帰
り
は
し
ん
ど
い
。
虫
の

居
所
が
悪
い
と
き
な
ど
は
、「
毎
日
、
山
登
り
を
し

て
い
る
み
た
い
」
と
頬
を
膨
ら
ま
せ
る
。
根
に
持
た

な
い
性
格
な
の
で
、
晩
ご
飯
を
食
べ
終
わ
る
頃
に
は

疲
労
の
こ
と
な
ど
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
。

　

引
っ
越
し
て
１
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
た
と
き
、

妻
が
不
思
議
な
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　
「
寝
る
と
き
に
お
風
呂
場
の
窓
を
閉
め
た
は
ず
な

の
に
、
朝
に
な
る
と
開
い
て
い
る
わ
。
あ
な
た
、
開

け
た
の
」

　

夫
は
妻
の
不
注
意
だ
と
聞
き
流
し
て
い
た
。
そ
ん

な
こ
と
が
２
度
、
３
度
あ
っ
た
が
、
気
に
も
留
め
な

か
っ
た
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
夫
が
風
呂
場
で
頭
を
洗
い
終
え

浴
槽
を
見
る
と
、
色
白
の
美
女
が
湯
船
に
浸
か
っ
て

い
る
。
ご
く
自
然
に
湯
船
に
浸
か
っ
て
い
る
の
で
、

夫
は
ほ
う
け
た
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
、

誘
わ
れ
る
が
ま
ま
湯

船
に
入
る
。

　

桃
色
の
乳
首
が
付

い
た
ふ
っ
く
ら
と
し

た
胸
を
見
て
、
夫
は

思
わ
ず
顔
を
湯
に
つ

け
吸
い
付
い
た
。

　

息
継
ぎ
を
し
よ
う

と
思
っ
た
と
こ
ろ
、

湯
を
飲
ん
で
し
ま
い

咳
き
込
む
。
さ
て
、

も
う
一
度
吸
い
付
こ

う
と
思
っ
た
ら
、
女

は
消
え
て
い
た
。

　

夢
で
も
見
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
と
夫
は

頭
を
振
っ
た
が
、
柔

ら
か
い
乳
首
の
感
覚
が
唇
に
し
っ
か
り
残
っ
て
い

る
。

＊

　

そ
れ
か
ら
１
カ
月
ほ
ど
し
た
あ
る
夜
の
こ
と
。
夫

は
ま
た
も
や
美
女
を
湯
船
に
見
る
。
夢
に
ま
で
見
た

彼
女
の
姿
を
ま
じ
ま
じ
と
見
な
が
ら
湯
船
に
浸
か

り
、
悦
楽
に
浸
る
。

　
「
も
う
悪
さ
を
し
な
い
か
ら
、
消
え
な
い
で
ね
」

　

夫
が
そ
う
い
う
と
、
美
女
は
コ
ク
リ
と
首
を
縦
に

振
り
微
笑
む
。
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
妖
艶

さ
を
纏
う
女
体
。
見
て
い
る
だ
け
で
い
い
と
思
い
つ

つ
も
、
手
が
胸
に
い
く
。
柔
ら
か
く
て
も
ち
も
ち
し

て
い
る
。
触
れ
て
い
る
だ
け
で
心
が
満
た
さ
れ
る
。

　

す
る
と
、
す
う
っ
と
女
が
消
え
た
。

　

悪
さ
を
し
た
こ
と
に
後
悔
し
な
が
ら
も
、
夫
は
夢

見
心
地
だ
。

　

そ
れ
か
ら
も
し
ば
し
ば
美
女
が
湯
船
に
現
れ
る
。

決
ま
っ
て
雨
の
夜
だ
。
そ
れ
が
分
か
っ
て
か
ら
、
夫

は
天
気
予
報
を
見
る
の
が
日
課
と
な
っ
た
。
朝
起
き

る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
夜
に
雨
が
降
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
。

　

妻
に
も
娘
に
も
内
緒
の
逢
い
引
き
。
誰
に
話
し
て

も
信
じ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
信
じ
て
も
ら
う

必
要
は
毛
頭
な
い
。

郷
五
里
（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

高安の女高安の女

な
す
そ
野
を
広
げ
て

い
ま
す
。
10
度
を
下

回
る
こ
と
の
な
い
温

暖
な
亜
熱
帯
気
候
型

で
特
産
物
の
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
ほ
か
、
希
少

な
動
植
物
も
多
く
、

世
界
自
然
遺
産
候
補

「
奄
美
大
島
、
徳
之

島
、沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」

と
し
て
推
薦
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
寿
と
子
宝
の
島
（
徳
之
島
子

宝
空
港
）
と
し
て
、
２
万
２
６

０
０
人
（
２
０
２
０
年
）
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
題
の
二
度
目
の
島

流
し
の
経
緯
は
後
に
し
て
、
ま

ず
、
島
の
老
婆
の
面
白
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
司
馬
遼
太
郎
著
「
翔

ぶ
が
如
く
（
一
）」（
文
春
文
庫
）

か
ら
引
き
ま
す
。

　
「
西
郷
は
旧
幕
時
代
、
藩
の

政
治
犯
罪
人
と
し
て
二
度
も
遠

島
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
二
度

目
の
遠
島
の
地
で
あ
る
徳
之
島

に
送
ら
れ
た
と
き
、
砂
浜
に

立
っ
て
い
た
島
の
老
婆
が
目
を

つ
り
あ
げ
て
、『
お
前ま

ん

さ
ァ
は
、

い
け
な
（
い
か
な
る
）
ナ
マ
リ

モ
ン
（
怠な

ま

り
者
）
じ
ゃ
ろ
か
い
。

遠
島
は
一
度
で
よ
か
。
二
度
も

三
度
も
為す

い
こ
っ
ち
ゃ
な
か
』

と
悪あ

く

罵ば

を
あ
び
せ
る
と
、
西
郷

は
哀
わ
れ
な
ほ
ど
身
を
小
さ
く

し
て
う
な
だ
れ
た
。
こ
の
光
景

は
島
送
り
の
役
人
が
も
ど
っ
て

か
ら
城
下
に
ひ
ろ
め
た
」

　

も
う
一
つ
、
宿
屋
の
お
ば
あ

さ
ん
が
36
歳
の
西
郷
さ
ん
に
言

い
聞
か
せ
る
場
面
が
「
え
ら
ぶ

の
西
郷
さ

ん
」（
和
泊

西
郷
南
洲
顕

彰
会
）
に
あ

り
ま
す
。

　
「『
二
度
も

島
流
し
に

な
っ
た
と
い

う
話
は
、
こ

の
年
に
な
る

ま
で
聞
い
た

こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
二

度
あ
る
こ
と

は
三
度
あ
る

と
い
う
言

葉
も
あ
り
ま
す
。
一
日
も
早
く

心
を
入
れ
か
え
な
い
と
、
あ
な

た
は
一
生
島
流
し
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
よ
。
今
か
ら
で
も
遅

く
な
い
か
ら
、
心
を
改
め
て
、

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
勉
強
し

て
り
っ
ぱ
な
お
さ
む
ら
い
さ
ん

に
な
り
な
さ

い
よ
』
と
、

…
西
郷
は
両

手
を
つ
い
て

『
私
は
、
私

の
ほ
ん
と
う

の
母
の
お
し

え
だ
と
思
っ

て
聞
き
ま
し
た
。（
略
）
き
っ
と

り
っ
ぱ
な
さ
む
ら
い
に
な
っ
て

見
せ
ま
す
』
と
、
な
み
だ
を
流

し
な
が
ら
お
ば
あ
さ
ん
に
お
礼

を
言
い
ま
し
た
」

　

次
世
代
へ
語
り
継
い
で
い
き

た
い
、
い
い
話
で
す
。

　

各
地
で
方
言
が
見
直
さ
れ
て

お
り
、
こ
こ
徳
之
島
で
も
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
ひ
孫
」
に
よ
る

島
口
（
方
言
）
講
座
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。
徳
之
島
を
終
の
棲

家
に
し
た
友
人
が
「
か
ん
も
ー

れ
」（「
こ
こ
に
お
い
で
」）
と

誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
題
の
前
に
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

す
。
沖
縄
か
ら
鹿
児
島
に
向

か
っ
て
伸
び
る
奄
美
群
島
の
ほ

ぼ
真
ん
中
に
あ
る
徳
之
島
は
鹿

児
島
か
ら
南
へ
約
４
５
０
㎞
。

古
く
か
ら
琉
球
と
大
和
文
化
の

交
差
点
と
も
い
わ
れ
、「
続
日

本
紀
」
で
は
「
度と

感か
ん

」
と
い
う
。

島
の
周
囲
は
徳
之
島
小
唄
に
よ

る
と
24
里
、
96
キ
ロ
で
す
。
島

の
南
西
部
に
は
最
高
峰
・
井
之

川
岳
（
６
４
５
ｍ
）、
北
部
に

は
天
城
岳
（
寝
姿
山
、
５
３
３

ｍ
）
が
程
よ
い
標
高
で
緩
や
か

か
ん
も
ー
れ
、徳
之
島

読読
楽楽
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NPO法人子ども未来

た
。
私
も
何
度
か
部
署
異
動
を
経
験
し

た
。
そ
れ
は
ま
る
で
会
社
と
い
う
身
体

の
中
で
、
人
と
い
う
血
液
が
循
環
し
て

い
る
よ
う
だ
。
濾
過
さ
れ
続
け
て
薄
く

な
り
な
が
ら
会
社
に
残
っ
て
い
る
の
が

私
で
、
辞
め
て
い
っ
た
人
た
ち
は
、
そ

の
過
程
で
排
出
さ
れ
た
の
だ
。

　

私
も
そ
ろ
そ
ろ
定
年
を
迎
え
る
が
、

何
か
誇
れ
る
仕
事
を
し
て
き
た
だ
ろ
う

か
。
こ
ん
な
思
い
に
な
っ
て
い
た
時
、

私
は
、
事
務
所
の
壁
と
床
の
隙
間
に
鈍

く
光
る
も
の
を
見
つ
け
た
。
緑
色
の
ビ

ー
玉
だ
っ
た
。

　

そ
れ
以
来
、
私
は
気
が
塞
い
で
く
る

と
、
事
務
所
の
隅
に
目
を
や
っ
て
、
た

だ
の
ビ
ー
玉
を
探
し
て
し
ま
う
。
私
に

し
か
分
か
ら
な
く
て
も
、
か
つ
て
高
岡

さ
ん
と
い
う
人
が
、
確
か
に
こ
こ
に
い

た
痕
跡
な
の
だ
。

　
「
か
た
ん
…
こ
ん
、
こ
ろ
こ
ろ
」

　

今
月
で
会
社
を
辞
め
る
高
岡
さ
ん
と

業
務
引
継
ぎ
を
し
て
い
る
と
、
彼
女
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
袖
口
か
ら
、
硬
い
も
の

が
落
ち
た
。

　
「
…
見
た
？
」

　

私
は
、
足
元
に
転
が
っ
て
き
た
緑
色

の
ビ
ー
玉
を
つ
ま
み
上
げ
た
。

　
「
こ
れ
は
？
」

　

彼
女
は
た
め
息
を
つ
き
、
私
を
廊
下

に
連
れ
出
し
た
。

　
「
私
、
も
う
す
ぐ
辞
め
る
か
ら
。
こ

の
際
話
す
け
ど
、
私
の
体
質
。
ふ
と
し

た
瞬
間
に
ビ
ー
玉
が
身
体
か
ら
出
て
く

る
の
。
変
で
し
ょ
」

　

高
岡
さ
ん
は
、
諦
め
た
よ
う
に
笑
っ

て
話
し
た
。

　
「
え
、
で
も
凄
く
な
い
で
す
か
。
な

ん
か
、
手
の
ひ
ら
か
ら
灰
を
出
す
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
の
人
っ
て
い
た
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
そ
れ
と
か
、
新
興
宗
教
の
教

祖
が
、
黄
金
と
か
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
出

す
っ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
」

　

ど
う
答
え
て
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、

変
な
褒
め
方
に
な
っ
た
。

　
「
残
念
だ
け

ど
、
私
の
意
思

で
出
せ
る
わ
け

じ
ゃ
な
く
て
、

無
意
識
に
出
て

く
る
の
。
今
だ

っ
て
お
腹
が
鳴
り
そ
う
だ
っ
た
の
を
我

慢
し
た
ら
、
そ
れ
で
肘
か
ら
出
た
み
た

い
。
い
つ
ど
こ
か
ら
出
る
か
分
か
ら
な

い
し
、
な
ん
の
感
覚
も
な
い
か
ら
、
出

る
瞬
間
を
人
に
見
せ
ら
れ
な
い
。
そ
れ

に
正
真
正
銘
、
た
だ
の
質
が
悪
い
ガ
ラ

ス
の
ビ
ー
玉
な
の
。
何
の
あ
り
が
た
み

も
な
い
わ
」

　

高
岡
さ
ん
は
そ
れ
だ
け
言
う
と
、
引

き
継
ぎ
に
話
を
戻
し
た
。

　

こ
の
話
題
が
出
る
こ
と
は
二
度
と
な

か
っ
た
。
数
日
後
、
事
務
所
が
静
か
な

時
に
、
硬
い
も
の
が
床
に
落
ち
る
音
が

響
い
た
。
私
は

高
岡
さ
ん
が
ま

た
何
か
を
我
慢

し
た
拍
子
に
ビ

ー
玉
が
落
ち
た

の
だ
ろ
う
と
思

い
、
彼
女
の
表
情
を
盗
み
見
た
。
彼
女

は
何
も
気
に
せ
ず
仕
事
を
し
て
い
た
。

※

　

高
岡
さ
ん
が
辞
め
て
何
年
も
経
っ

た
。
す
ぐ
に
彼
女
の
代
わ
り
の
新
し
い

人
が
入
り
、
異
動
者
が
出
て
は
入
り
、

退
職
者
が
出
て
新
入
社
員
が
入
っ
て
き

ビ
ー
玉中

森
臨
時

（
北
河
内
在
住
の
小
説
家
）

小
説

　

な
ぜ
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ

ー
を
読
む
の
か
と
問
わ
れ

る
と
、
明
確
な
答
え
は
難

し
い
。

　

一
言
で
い
え
ば
「
面
白

い
か
ら
」
と
な
る
が
、
こ

れ
で
は
あ
ま
り
に
稚
拙
す

ぎ
る
。

　

で
は
な
ぜ
面
白
い
の

か
。
３
点
挙
げ
た
い
と
思

う
。

　

ま
ず
、
１
つ
目
と
し
て

人
物
描
写
の
繊
細
さ
。

　

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を

読
み
始
め
て
ま
ず
思
っ
た

こ
と
は
人
物
描
写
が
リ
ア

ル
す
ぎ
る
く
ら
い
リ
ア

ル
。
ま
る
で
そ
こ
に
そ
の

人
が
い
る
か
の
よ
う
に
細

部
に
わ
た
っ
て
具
体
的
に

描
か
れ
て
い
る
。
人
物
描

写
が
深
す
ぎ
て
、
１
人
の

人
物
の
説
明
だ
け
で
数
ペ

ー
ジ
に
及
ぶ
説
明
も
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
。
一
番
初

め
に
私
が
読
ん
だ
作
品
は

「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
」

だ
っ
た
の
だ
が
、
人
物
描

写
が
細
か
す
ぎ
て
、
こ
の

本
は
本
当
に
あ
っ
た
出
来

事
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
）
で
は
な
い
か
と
思
わ

ず
調
べ
た
と
い
う
記
憶
が

あ
る
。
た
だ
こ
の
繊
細
な

人
物
描
写
が
必
要
で
、
そ

の
描
写
が
済
ん
だ
後
、
怒

涛
の
如
く
ス
ト
ー
リ
ー
が

展
開
す
る
。
読
み
手
は
、

最
初
の
人
物
描
写
を
読
む

こ
と
で
、
微
に
細
に
、
そ

の
性
格
ま
で
想
像
が
で
き

て
い
る
の
で
そ
の
（
た
い

そ
う
と
も
い
え
る
）
人
物

描
写
の
後
、
ス
ト
ー
リ
ー

が
ど
ん
ど
ん
進
行
し
て
い

く
こ
と
で
そ
の
世
界
に
ど

っ
ぷ
り
は
ま
る
こ
と
と
な

る
。

　

２
つ
目
、
登
場
人
物
が

魅
力
的
。

　

例
え
ば
私
の
一
番
好
き

小
説
。
何
度
読
ん
だ
こ
と

だ
ろ
う
か
。

　

３
つ
目
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー

が
秀
逸
。

　

ま
ず
、
私
が
知
る
限
り

の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の

小
説
は
全
体
と
し
て
〝
赦

し
〞
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。「
カ

ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
」
し

か
り
、「
罪
と
罰
」し
か
り
、

「
虐
げ
ら
れ
た
人
び
と
」、

「
未
成
年
」
も
あ
る
意
味

そ
う
だ
。
ま
ず
そ
う
い
っ

た
テ
ー
マ
に
惚
れ
る
。
そ

し
て
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
の
巧
み
さ
。
こ
の
人
物

が
こ
こ
に
出
て
き
て
、
ス

ト
ー
リ
ー
に
こ
う
絡
ん
で

く
る
…
そ
う
い
っ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
が
ず
れ
て
い
る
と

感
動
は
生
み
出
せ
な
い
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
要
素

が
、
何
度
も
何
度
も
読
ん

で
し
ま
う
、
あ
る
意
味
中

毒
性
の
あ
る
小
説
と
な
っ

て
い
る
の
だ
と
思
う
。
そ

し
て
読
む
た
び
に
発
見

（
気
づ
き
）
が
あ
り
、
感

動
が
あ
る
。

　

生
誕
２
０
０
年
、
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
感
動
を

与
え
た
人
は
ど
れ
ほ
ど
い

る
だ
ろ
う
。
人
種
、
時
代

を
問
わ
ず
愛
さ
れ
る
作
品

を
数
多
く
生
み
出
し
た
功

績
は
世
界
平
和
に
も
資
す

る
点
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た

だ
そ
れ
に
は
ま
ず
作
品
が

「
面
白
い
」、
こ
れ
が
な
い

と
始
ま
ら
な
い
。
も
う
有

名
な
作
品
は
読
ん
で
し
ま

っ
た
の
で
、
あ
と
は
読
み

返
し
て
い
く
し
か
楽
し
み

が
な
い
の
だ
が
、
読
み
返

す
こ
と
に
お
い
て
も
楽
し

み
が
あ
る
小
説
は
本
当
に

少
な
い
。
今
後
も
さ
ら
に

発
見
と
感
動
を
与
え
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。

カワチ奇譚カワチ奇譚短編小説短編小説 ⅡⅡ

徳
之
島
へ
の
ア
ク
セ
ス

　
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
貧
困
の
連
鎖
を

断
ち
切
ろ
う
」
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
子
ど
も
未
来
の
辻
本

加
平
代
表
理
事

（
72
）
が
協
力
者

を
広
く
募
っ
て
い

る
。
ひ
と
り
親
家

庭
を
対
象
に
、
塾

費
用
の
６
割
を
助

成
し
、
実
質
４
割

で
塾
に
通
え
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

第
一
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
、
開
成
教
育
セ

ミ
ナ
ー
、
木
村
塾

な
ど
が
提
携
し
て

い
る
。
提
携
塾
を

増
や
す
と
と
も
に
、
寄
付

も
募
っ
て
い
る
。

　

辻
本
代
表
理
事
は
堺
市

に
生
ま
れ
、
関
西
大
学
商

学
部
へ
進

む
。
卒
業
後
、

３
代
目
と
し

て
家
業
の
洋

服
・
洋
品
店

を
継
ぐ
。
そ

の
傍
ら
英
語

塾
を
立
ち
上

げ
る
。
英
語

塾
が
発
展
し
、
学
習
塾
に
。

１
０
０
教
室
、
生
徒
数
８

千
人
と
い
う
大
手
塾
に
成

長
。
し
か
し
、
３
人
の
共

同
経
営
に
行
き
詰

ま
り
を
感
じ
、
48

歳
の
と
き
潔
く
身

を
引
い
た
。

　

バ
イ
タ
リ
テ
ィ

ー
あ
る
辻
本
さ
ん

は
新
た
に
パ
ソ
コ

ン
ス
ク
ー
ル
を
開

く
が
、
時
代
の

流
れ
に
合
わ
ず
３

年
で
閉
じ
る
こ
と

に
。
走
り
に
走
っ

て
き
た
辻
本
さ
ん

は
突
如
う
つ
病
に

襲
わ
れ
る
。
53
歳
か
ら
55

歳
は
引
き
こ
も
り
状
態
に
。

辛
抱
強
く
支
え
て
く
れ
た

の
は
妻
だ
っ
た
。

　

う
つ
抜
け
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
辻
本
さ
ん
は
、

還
暦
の
と
き
、
初
心
に
立

ち
返
っ
て
個
人
塾
を
始
め

る
。

　

友
人
の
誘
い
で
65
歳
の

と
き
堺
市
倫
理
法
人
会（
内

藤
伸
吾
会
長
）
に
入
会
し
、

純
粋
倫
理
に
触
れ
る
。
自

ら
の
人
生
を
振
り
返
り
、

多
く
の
人
に
支
え
育
て
ら

れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
す

る
。
そ
こ
で
、
恩
返
し
し

て
死
の
う
と
決
意
。
２
０

１
７
年
、
68
歳
の
と
き
子

ど
も
食
堂
を
始
め
る
。
さ

ら
に
翌
年
の
２
０
１
８
年

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
未

来
を
設
立
す
る
。

　

現
在
、
小
学
４
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
の
18
人
が

利
用
し
て
い
る
。
今
後
、

利
用
者
数
を
増
や
し
て
い

く
予
定
だ
。

「もっともっとお客さんに喜んでいただける
よう努力します」と前向きな中野一生店長

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

貧
困
の
連
鎖
断
ち
切
る

「子どもたちの自己肯定感を育て
たい」と話す辻本加平代表理事

塾費用６割助成
NPO法人子ども未来

広域
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大
形
徹
先
生
の「
不
老
不
死
」を
読
ん
で

薬
剤
師
山
下
る
み
子

認
知
症
予
防
の
た
め
に

認
知
症
予
防
の
た
め
に

ゴ
ル
フ
盤
作
成

ゴ
ル
フ
盤
作
成

第
５
回
八
尾
ボ
ッ
チ
ャ
オ
ー
プ
ン
大
会

２
年
ぶ
り
の
開
催

八
尾
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催

　

ナ
ワ
リ
ヌ
イ
氏
の
発
言
を
思
い
出
し
な
が
ら
返

答
を
考
え
る
。
ク
リ
ミ
ア
に
つ
い
て
の
発
言
を
ふ

と
思
い
出
す
。

　
「
そ
う
い
え
ば
、
ナ
ワ
リ
ヌ
イ
氏
は
『
ク
リ
ミ

ア
は
絶
対
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
返
さ
な
い
。
返
す
理

由
が
な
い
』
と
繰
り
返
し
て
い
る
ね
。
ク
リ
ミ
ア

に
つ
い
て
い
え
ば
、
プ
ー
チ
ン
も
ナ
ワ
リ
ヌ
イ
氏

も
意
見
が
一
致
す
る
。
だ
か
ら
、
女
の
子
た
ち
は

２
人
を
同
じ
帝
国
主
義
者
と
み
な
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
よ
」

　

ア
ン
ド
リ
ー
青
年
は
鼻
を
何
度
も
つ
ま
み
直
し

な
が
ら
眉
間
に
皺
を
寄
せ
る
。
考
え
事
を
す
る
と

き
に
い
つ
も
す
る
癖
だ
。

　

し
ば
ら
く
し
て
目
を
開
く
と
、
右
手
の
人
差
し

指
を
突
き
出
し
な
が
ら
、
青
年
は
声
高
に
言
う
。

　
「
話
し
て
い
て
、
気
付
き
ま
し
た
。
ク
リ
ミ
ア

の
件
で
は
確
か
に
プ
ー
チ
ン
と
ナ
ワ
リ
ヌ
イ
氏
は

同
じ
意
見
で
す
が
、
決
定
的
に
違
う
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
ナ
ワ
リ

ヌ
イ
氏
は
民
主
主
義

を
求
め
て
い
る
の
で

す
。
決
し
て
帝
国
主

義
を
求
め
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
女
の
子

た
ち
は
間
違
っ
て
い

る
の
で
す
」

　

若
者
の
熱
が
こ
ち

ら
ま
で
伝
わ
っ
て
き

た
。
そ
の
と
き
、
記

憶
の
奥
底
に
眠
っ
て

い
た
単
語
が
浮
か

ぶ
。
排
外
主
義
的
民
主
主
義
。
ナ
ワ
リ
ヌ
イ
氏
は

こ
れ
に
他
な
ら
な
い
。

　

彼
は
確
か
に
民
主
主
義
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ

は
間
違
い
な
い
。
だ
か
ら
、
リ
ベ
ラ
ル
な
ロ
シ
ア

人
に
と
っ
て
は
彼
の
発
言
も
行
動
も
正
し
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
民
主
主
義
の
中
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
は
入
っ
て
い
な
い
の
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
を
除
い
た
世
界
で
の
話
だ
。
も
し
か
す
る
と
、

彼
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
人
以

外
す
べ
て
の
民
族
を
排
し
た
上
で
の
民
主
主
義
し

か
考
え
ら
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

青
年
を
前
に
思
わ
ず
熱
弁
を
ふ
る
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

ア
ン
ド
リ
ー
青
年
は
何
か
に
気
づ
い
た
よ
う
な

表
情
に
な
っ
た
。

　
「
僕
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
悔
し
い
け
れ
ど
、

正
し
い
の
は
女
の
子
た
ち
の
方
で
す
。
ナ
ワ
リ
ヌ

イ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
と
っ
て
敵
で
す
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
169

ウクライナ人にとって敵

ウクライナ

正
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こ
れ
を「
朝
三
暮
四
」

と
い
う
。

　

狙
公
（
サ
ル
お
じ
さ

ん
）
が
ド
ン
グ
リ
を
与

え
よ
う
と
し
て
言
っ

た
。

　
「
朝
は
３
つ
で
、

夜
は
４
つ
だ
ぞ
」

と
。
サ
ル
た
ち
は

み
な
怒
っ
た
。

　
「
そ
れ
じ
ゃ
あ

朝
は
４
つ
で
、
夜

は
３
つ
に
し
よ

う
」
と
。
サ
ル
た

ち
は
み
な
喜
ん

だ
。
中
身
は
何

も
変
わ
ら
な
い
の

に
、
サ
ル
た
ち
は

怒
っ
た
り
、
喜
ん
だ
り

す
る
。

　

サ
ル
知
恵
で
、
こ
っ

ち
が
良
く
、
あ
っ
ち
が

悪
い
と
判
断
す
る
か
ら

だ
。

　

聖
人
は
是
非
の
対
立

を
こ
え
て
「
天
鈞
（
自

然
の
均
衡
）」
に
ま
か

せ
る
。
こ
れ
を
「
両
行

（「
是
」
も
「
非
」
も
ど

ち
ら
も
よ
い
）」
と
い

う
（
斉
物
論
）。

　
「
列
子
」
の
話
は
少

し
異
な
る
。

　

懸
命
に
考
え
て
１
つ

に
決
め
よ
う
と
す
る

が
、
本
来
、
同
じ
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
な

い
。

　
「
宋
に
サ
ル
を
飼
う

人
が
い
た
。
サ
ル
を
か

わ
い
が
り
、
ど
ん
ど
ん

増
え
て
群
れ
を
な
す
ほ

ど
に
な
っ
た
。

　

…
そ
の
う
ち
エ
サ
代

が
か
さ
み
、

家
計
が
逼

迫
し
て
き
た

が
、
サ
ル
が
怒
り
だ
す

の
を
恐
れ
、
誑い

つ
わ

っ
て
こ

う
言
っ
た
。

　
『
お
ま
え
ら
に
ト
チ

の
実
を
や
る
が
、
朝
に

３
つ
、
夜
に
４
つ
で
足

り
る
か
い
』
と
。
サ
ル

た
ち
は
皆
い
き
り
た
っ

た
。

　

そ
こ
で
す
か
さ
ず
、

こ
う
言
っ
た
。『
じ
ゃ
、

朝
に
４
つ
、
夜
に
３
つ

だ
。
足
り
る
だ
ろ
う
』

と
。
サ
ル
た
ち
は
み
な

平
伏
し
て
喜
ん
だ
」

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
う

ま
い
言
葉
で
人
を
だ
ま

す
こ
と
を
も
朝
三
暮
四

と
い
う
。
の
ち
に
昨
日

は
非
で
あ
っ
て
今
日
は

是ぜ

で
あ
る
と
い
う
反
復

常
無
し
の
意
味
に
も
用

い
ら
れ
、
女
の
人
を

と
っ
か
え
ひ
っ
か
え
す

る
不
実
な
男
性
の
こ
と

を
い
う
が
、
最
近
は
、

そ
う
い
う
女
性
に
も
使

わ
れ
る
。

朝
三
暮
四

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本
町

で「
荘
子
を
読
む
」開
講
中

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

大
形
　
徹

荘
子
と
語
る

荘
子
と
語
る    

九九

20
歳
そ
こ
そ
こ
で
事
業
経
営

を
始
め
た
著
者
が
、
仕
事
の
関

係
で
訪
れ
た
児
童
養
護
施
設
で

出
会
っ
た
ナ
オ
ミ
チ
と
い
う
３

歳
の
男
の
子
。
ナ
オ
ミ
チ
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
た
著

者
が
ナ
オ
ミ
チ
と
の
関
係
を

綴
っ
た
「
真
実
」
の
物
語
。
そ

の
結
末
は
大
変
残
念
な
も
の
で

す
が
、
読
者
の
一
人
で
あ
る
私

に
、
少
な
く
な
い
衝
撃
と
現
実

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

世
間
に
は
幸
せ
に
暮
ら
せ
な

い
子
ど
も
達
が
、
そ
し
て
そ
の

ま
ま
大
人
に
な
っ
て
い
く
子
ど

も
達
が
い
る
こ
と
に
思
い
を
馳

せ
、自
分
の
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

根
岸
健
太
郎

（
八
尾
市
倫
理
法
人
会
専
任
幹
事
）
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ま
れ
て
き
た

１
人
１
人
に

課
せ
ら
れ
た

宿
題
で
す
。

中
国
３
０
０

０
年
の
歴
史

と
申
し
ま
す

が
、
そ
ん
な

遠
い
昔
の
人

も
私
た
ち
と

同
じ
く
必
死
に
生
き
て
寿

命
を
全
う
し
よ
う
と
し
た

様
子
が
本
書
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
最
大
の
恐

怖
で
あ
る
「
死
」
か
ら
で

き
る
こ
と
な
ら
逃
れ
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
今
と
同

じ
で
す
。
誕
生
し
て
生
き

て
命
尽
き
る
こ
と
に
何
の

疑
い
も
持
た
な
か
っ
た
時

代
に
、
生
き
延
び
よ
う
と

考
え
る
こ
と
な
ど
夢
の
ま

た
夢
で
あ
っ
た
は
ず
で

す
。
そ
れ
で
も
嘘
み
た
い

な
仙
人
話
に
憧
れ
る
と
こ

ろ
が
人
間
ら
し
い
と
思
い

ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
世
に
生
き
る
と
い

う
こ
と
は
「
天
の
定
め
」

と
「
人
の
決
め
事
」
の
中

で
た
ゆ
た
う
こ
と
で
す
。

日
頃
は
人
の
決
め
事
に

す
。

　

い
く
ら
、
中
国
哲
学
を

志
し
た
か
ら
と
い
っ
て

も
、
そ
の
若
さ
で
こ
の
領

域
に
踏
み
込
め
た
先
生
は

や
は
り
た
だ
者
で
な
い
こ

と
は
、
ま
ず
お
伝
え
し
て

お
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
人
類
を
脅
か
す

新
型
コ
ロ
ナ
が
生
き
る
こ

と
の
意
味
を
問
う
て
い
ま

す
。
人
は
「
生
と
死
」
を

ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
は
、
ど
ん
な
時
代

で
あ
っ
て
も
こ
の
世
に
生

　

体
は
俗
世
に
住
み
、
美

味
し
い
お
酒
と
食
べ
物
を

友
と
囲
む
こ
と
が
大
好
き

で
あ
り
な
が
ら
、
心
は
高

い
山
の
上
に
ぽ
っ
か
り
浮

か
ぶ
雲
の
よ
う
に
自
由
な

人
。
そ
れ
が
大
形
徹
先
生

で
す
。

　

こ
の
度
、
志
学
社
か
ら

上
梓
さ
れ
た
「
不
老
不

死
」（
復
刻
版
）
の
初
版

本
は
１
９
９
２
年
に
講
談

社
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の

で
す
。
今
か
ら
30
年
前
と

い
っ
た
ら
、
先
生
は
30
代

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

従
っ
て
生
活
し
、
何
か
自

分
の
力
の
及
ば
な
い
こ
と

が
発
生
し
た
ら
神
頼
み
に

走
る
の
が
常
で
す
。

　
「
人
の
決
め
事
」
で
あ

る
法
で
、
中
国
を
初
め
て

統
一
し
た
秦
の
始
皇
帝
で

さ
え
そ
う
で
あ
り
ま
し

た
。
頑

か
た
く
なに
見
え
た
心
の
中

は
い
つ
も
不
安
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
国
を
力
で
統
治
し
な

が
ら
、
片
や
、
天
に
地
に

祈
り
、
不
老
不
死
の
薬
を

探
さ
せ
て
い
た
と
は
、
始

皇
帝
と
い
え
ど
も
人
間
の

性
を
悲
し
い
く
ら
い
に
持

ち
合
わ
せ
て
い
た
の
で
す

ね
。
そ
れ
を
知
っ
て
か
ら

と
い
う
も
の
始
皇
帝
を
畏

れ
多
く
も
親
し
く
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

後
半
は
、
健
康
法
の
お

話
で
す
。
古
代
の
人
た
ち

が
実
践
し
て
い
た
こ
と

は
、
同
じ
肉
体
を
持
つ
今

の
私
た
ち
に
も
参
考
に
な

り
ま
す
。

　
「
呂
氏
春
秋
」の「
尽
数
」

に
「
流
水
は
腐
ら
ず
、
戸こ

枢す
う

は
ろ
う
せ
ず
」
と
い
う

記
述
が
あ
る
そ
う
で
す
。

つ
ま
り
、
動
か
さ
な
け
れ

ば
身
体
は
固
ま
り
、
脈
絡

が
塞
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
痛
み
や
病や

ま
い

は
動
か
な

い
こ
と
が
原
因
だ
と
い
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

自
粛
生
活
で
在
宅
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
日
々
に
、

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
教
訓
だ
と
思
い
ま
す
。

３
密
を
避
け
て
、
空
が
赤

く
染
ま
る
人ひ

と

気け

の
な
い
朝

に
、
深
呼
吸
を
し
な
が
ら

散
歩
を
す
れ
ば
、
仙
人
顔

負
け
の
元
気
な
１
日
が
約

束
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

ほ
か
に
も
、「
黄
帝
が

龍
の
背
中
に
乗
っ
て
天
に

上
っ
た
昇
仙
伝
説
」
や
、

大
河
ド
ラ
マ
で
有
名
に

な
っ
た
「
天
子
が
仁
政
を

行
っ
て
い
る
時
に
天
が
ほ

め
て
く
だ
す
麒
麟
の
話
」

な
ど
知
っ
て
お
い
て
お
得

な
話
題
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

本
書
の
帯
に
「
人
々
は

な
ぜ
、〝
不
滅
の
肉
体
〞

を
求
め
た
の
か
」
と
あ
り

ま
す
。
い
や
い
や
、
過
去

形
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〝
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
〞
と
い

う
「
不
老
」
と
、
延
命
と

い
う「
不
死
」を
求
め
て
過

熱
す
る
現
代
人
も
や
は
り

始
皇
帝
の
轍
を
踏
み
続
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
よ
い

の
だ
、
人
間
だ
も
の
、
と

思
い
つ
つ
一
読
を
お
勧
め

し
ま
す
。
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八尾ベトナム福光寺
　

八
尾
市
に
は
２
千
人
以
上
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

終
結
の
１
９
７
５
年
の
後
、イ
ン
ド
シ
ナ
３
国（
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
）
は
相
次
い
で
社
会
主
義
体
制
に
移
行
し
た
が
、
新
体
制
下
で
迫
害
の
恐
れ
が

あ
る
人
が
ボ
ー
ト
・
ピ
ー
プ
ル
と
し
て
海
外
へ
逃
れ
た
。
ラ
ン
ド
・
ピ
ー
プ
ル
と

し
て
陸
路
隣
国
へ
逃
れ
た
人
も
い
る
。
そ
の
数
は
約
１
４
４
万
人
に
上
る
。

　

１
９
７
８
年
、
日
本
は

イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
受
け
入

れ
を
決
定
。
翌
年
か
ら
特

に
ベ
ト
ナ
ム
人
が
来
日

し
、
空
き
の
あ
っ
た
八
尾

市
の
雇
用
促
進
住
宅
に
入

居
し
た
。
こ
れ
が
ベ
ト
ナ

ム
と
八
尾
市
と
の
関
係
の

始
ま
り
だ
。
そ
の
後
、
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
家
族
を
呼
び

寄
せ
る
な
ど
し
て
、
少
し

ず
つ
八
尾
市
に
ベ
ト
ナ
ム

人
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

大
阪
市
生
野
区
の
コ
リ

ア
タ
ウ
ン
、
神
戸
市
中
央

区
の
南
京
町
（
チ
ャ
イ
ナ

タ
ウ
ン
）、
大
阪
市
西
淀

川
区
の
パ
キ
ス
タ
ン
人
街

に
並
び
、
八
尾
市
に
リ
ト

ル
ベ
ト
ナ
ム
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。

　

八
尾
市
の
ベ
ト
ナ
ム
人

は
こ
の
５
年
間
で
倍
増
。

中
国
を
抜
き
、
韓
国
・
朝

鮮
（
約
３
千
人
）
に
次
ぐ

２
番
目
の
多
さ
。
技
能
実

習
生
が
急
増
し
て
い
る
の

が
理
由
だ
。
家
族
滞
在
や

留
学
も
年
々
増
え
て
い

る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
人
に
と
っ
て

揺
る
ぎ
な
い
心
の
支
え
は

仏
教
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
人
の

８
割
は
仏
教
徒
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
正
月
、
念

願
の
八
尾
ベ
ト
ナ
ム
福
光

寺
が
八
尾
市
安
中
町
７
―

５
―
10
に
で
き
た
。
２
階

建
て
の
民
家
を
利
用
し
て

お
り
、
２
階
に
黄
金
の
お

釈
迦
様
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
カ
ラ
フ
ル

な
後
光
が
点
滅
し
、
き
ら

び
や
か
で
い
い
。
お
釈
迦

様
を
囲
む
の
は
７
人
の
薬

師
如
来
。

　

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
少
人
数
で
の
集
ま

Ｐ
Ｐ
加
工
（
ビ
ニ
ー
ル
貼

り
）
が
施
さ
れ
て
お
り
、

耐
久
性
が
あ
る
。

　

盤
に
は
１
ホ
ー
ル
か
ら

８
ホ
ー
ル
ま
で
あ
り
、
Ｐ

Ａ
Ｒ
28
。
附
属
の
お
は
じ

き
を
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
に
見

立
て
て
指
で
弾
く
。
ク

リ
ー
ク
（
小
川
）、
池
、

　

認
知
症
予
防
活
動
に
力

を
尽
く
す
三
野
郷
山
三
寶

興
誠
院
の
松
茂
良
興
真
住

職
（
81
）
が
、
ゴ
ル
フ
盤

を
作
成
し
た
。

　

縦
59
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

×
横
84
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
大
き
さ
で
、
カ
ラ
ー
印

刷
さ
れ
た
盤
だ
。
両
面
に

バ
ン
カ
ー
な
ど
も
あ
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
だ
。

　

ま
た
、
附
属
の
ス
コ
ア

表
を
活
用
し
て
点
数
を
付

け
る
。
た
だ
単
に
楽
し
む

だ
け
で
な
く
、
競
い
合
う

こ
と
に
よ
っ
て
脳
が
活
性

化
し
、
認
知
症
を
防
ぐ
。

　

１
セ
ッ
ト
１
、
２
０
０

円
。
問
い
合
わ
せ
は
三
野

郷
山
三
寶
興
誠
院
（
☎
０

７
２
―
９
２
２
―
３
９
３

３
）
へ
。

温かいオーラに包まれたダオ・トリン・チン・ニャン住職

ゴルフ盤を持つ松茂良興真住職

　

第
５
回
八
尾
ボ
ッ
チ
ャ

オ
ー
プ
ン
大
会
が
２
月
20

日
に
八
尾
市
立
総
合
体
育

館
ウ
イ
ン
グ
（
八
尾
市
青

山
町
３
）で
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
八
尾
中
央
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
吉
田
勝
利

会
長
）。
昨
年
の
第
４
回

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て

中
止
と
し
た
の
で
、
待
ち

望
む
人
が
多
か
っ
た
。
今

年
の
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
た

が
、
話
し
合
い
を
重
ね
、

無
観
客
で
行
う
こ
と
に
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
老
若
男

女
、
障
が
い
の
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

人
が
一
緒
に
楽
し
め
る
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
で
、
２

０
２
１
年
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
で
も
あ
る
。

ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
（
目
標

球
）
と
呼
ば
れ
る
白
い

ボ
ー
ル
に
向
け
て
、
赤
・

青
そ
れ
ぞ
れ
６
球
ず
つ
の

ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
転
が

し
た
り
、
他
の
ボ
ー
ル
に

当
て
た
り
し
て
、
い
か

に
近
づ
け
る
か
を
競
う
。

カ
ー
リ
ン
グ
に
ル
ー
ル
が

似
た
ス
ポ
ー
ツ
。

　

大
会
は
午
前
10
時
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
24
チ
ー
ム
に

よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は

２
年
ぶ
り
の
大
会
を
た
っ

ぷ
り
楽
し
ん
で
い
た
。

試合を楽しむ参加者

り
し
か
し
て
い
な
い
が
、

以
前
は
第
１
日
曜
日
の
集

会
に
１
０
０
人
以
上
が

集
っ
た
と
い
う
。

　

住
職
で
仏
教
学
博
士
の

ダ
オ
・
ト
リ
ン
・
チ
ン
・

ニ
ャ
ン
さ
ん
（
42
）
は
２

０
０
８
年
に
来
日
し
、
愛

知
学
院
大
学
で
学
ぶ
。
こ

こ
で
学
士
、
修
士
、
博
士

へ
と
進
む
。

　

当
初
は
ベ
ト
ナ
ム
へ
帰

国
し
て
僧
と
な
る
予
定

だ
っ
た
が
、
日
本
で
暮
ら

す
同
胞
の
た
め
に
尽
く
し

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く

な
り
、
日
本
に
と
ど
ま
る

こ
と
に
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
人
が
多
く
暮

ら
す
姫
路
に
も
姫
路
ベ
ト

ナ
ム
福
圓
寺
（
姫
路
市
花

田
町
高
木
１
９
４
―
４
）

を
つ
く
り
、
同
胞
の
精
神

的
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
人
の

ベ
ト
ナ
ム
人
の

心
の
支
え
は
仏
教

心
の
支
え
は
仏
教

同胞の精神的支え同胞の精神的支え

映 画 情 報

凱 歌
　

故
郷
を
追
わ
れ
、
名
前
を
変
え

さ
せ
ら
れ
、
子
ど
も
を
産
む
権
利

を
奪
わ
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
の
元
患

者
同
士
が
結
婚
し
貫
い
た
夫
婦
愛

を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
。

　

日
本
映
画
ペ
ン
ク
ラ
ブ
推
薦
。

坂
口
香
津
美
監
督
作
品
、
90
分
。

　

シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
（
大
阪
市
西

区
九
条
１
―
20
―
24
、
☎
０
６
―

６
５
８
２
―
１
４
１
６
）
で
３
月

27
日
か
ら
公
開
。

坂口香津美監督

ソーシャルディスタンスコンサートGo Home

日　程 令和 3年（2021年）３月26日（金）
　　　　昼の部13：30開演　夜の部 17：30開演　
会　場　八尾プリズムホール
参加費　7,500 円（税込み・全席指定）
お問い合わせ　プリズムホールチケットカウンター

天童よしみ
～あなたの大切な街へ　　　　　
　　　　あなたに届けたい～

日程が 3/5 から
3/26 へ延期に
なりました

３月26日（金）
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